
○航空機による放射性物質等の輸送

基準を定める告示
平成十三年六月二十六日
国土交通省告示第千九十四号

改正 平成一六年一二月二一日国土交通省告示第一六〇二号
同 一七年一二月 一日同 第一三九一号
同 一八年一二月二八日同 第一五三七号
同 二〇年 六月 九日同 第 七〇九号
同 二〇年 六月一八日同 第 七五六号
同 二〇年一二月 五日同 第一四三六号
同 二二年一二月二八日同 第一五四一号
同 二四年 九月一四日同 第一〇二三号
同 二五年 八月二一日同 第 八〇五号
同 二六年一二月二四日同 第一一八七号
同 二八年一二月二八日同 第一四五一号
同 二九年 一月二四日同 第 四七号
同 三十年一二月二八日同 第一四〇〇号
令和元年 八月二十八日同 第 四八四号

航空法施行規則（昭和二十七年運輸省令第五十六号）第百九十四

条第二項第二号の規定に基づき、及び同令を実施するため、航空機

による放射性物質等の輸送基準を定める告示（平成二年運輸省告示

第六百十号）の全部を改正する告示を次のように定める。

航空機による放射性物質等の輸送基準を定める告示

（用語）

第一条 この告示において使用する用語は、航空法施行規則（昭和

二十七年運輸省令第五十六号。以下「規則」という。）において

使用する用語の例による。

２ この告示において「専用積載」とは、航空機又は大型コンテナ

が一の荷送人によって専用され、かつ、輸送する物件の積込み及

び取卸し等の取扱いが荷送人又は荷受人の指示によって行われる

積載の方法をいう。

３ この告示において「コンテナ」とは、輸送途中において輸送す

る物件自体の積替えを要せずに輸送するために作られた輸送器具



であって、反復使用に耐える構造及び強度を有し、かつ、機械に

よる積込み及び取卸しのための装置並びに航空機内に固定するた

めの装置を有するもののうち、非開放型の構造を有するもの（第

九項に規定する航空機用ＵＬＤを除く。）をいう。

４ この告示において「大型コンテナ」とは、前項に規定するコン

テナのうち 、 容積が三立方メートルを超えるものをいう。

５ この告示において「オーバーパック」とは、一の荷送人によっ

て一以上の放射性輸送物が箱又は袋等（第三項に規定するコンテ

ナを除く。）に収納され、又は包装されているものをいう。

６ この告示において「非固定性汚染」とは、輸送する物件の通常

の取扱い中に表面から取り除かれ得る汚染をいう。

７ この告示において「表面密度限度」とは、次の表の上欄に掲げ

る放射性物質の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる非固定

性汚染の放射能面密度をいう。

アルファ線を放出する放射性 〇・四ベクレル毎平方センチ
物質のうち低危険性のもの メートル
（天然ウラン、劣化ウラン、
ウラン二三五、ウラン二三八
、天然トリウム、トリウム二
三二、物理的若しくは化学的
精鉱中に含まれるトリウム二
二八及びトリウム二三〇又は
十日未満の半減期をもつ放射
性物質をいう。以下同じ。）
以外のもの

アルファ線を放出しない放射 四ベクレル毎平方センチメー

性物質及びアルファ線を放出 トル

する放射性物質のうち低危険
性のもの

８ この告示において「最高使用圧力」とは、輸送中に予想される

温度及び日光の直射の条件の下で、排気、冷却その他の特別な措

置をとらない場合に、一年間に放射性輸送物の密封装置内に生ず

る気体の最大圧力（ゲージ圧力をいう。）をいう。



９ この告示において「航空機用ＵＬＤ」とは、航空機用コンテナ、

ネット付き航空機用パレット又はネット付き航空機用イグルーパ

レットをいう。

（放射性物質等の適用除外）

第一条の二 規則第百九十四条第一項第七号の告示で定める物質及

び物件は、次に掲げるものとする。

一 次のいずれかに該当するもの

イ 放射能濃度が別表第二、別表第四、別表第五又は別表第六

の第一欄の放射性物質の種類又は区分に応じ、それぞれ当該

各表の第四欄（別表第五及び別表第六にあっては、第三欄）

に掲げる数量（以下「免除濃度」という。）未満のもの

ロ 一の荷送人により輸送物を運搬するにあたり、当該輸送物

全てに含まれる放射能の総量が別表第二、別表第四、別表第

五又は別表第六の第一欄の放射性物質の種類又は区分に応じ

、それぞれ当該各表の第五欄（別表第五及び別表第六にあっ

ては、第四欄）に掲げる数量未満のもの

二 天然に存在する放射性物質を含む鉱石等（加工されたものを

含む。）であって、かつ、当該鉱石中に含まれる放射性物質の

放射能濃度が当該放射性物質の免除濃度の十倍を超えないもの

三 放射性物質が含まれる製品であって、国土交通大臣が適当と

認めるもの

四 放射性物質以外の固体であって、表面が放射性物質によつて

汚染されたもののうち、その汚染の度合が、次の表の上欄に掲

げる放射性物質の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる放

射能面密度を超えないもの

アルファ線を放出する放射 〇・〇四ベクレル毎平方センチ

性物質のうち低危険性のも メートル

の以外のもの

アルファ線を放出しない放 〇・四ベクレル毎平方センチメ

射性物質及びアルファ線を ートル



放出する放射性物質のうち

低危険性のもの

（輸送許容放射性物質等）

第二条 規則第百九十四条第二項第二号中イ、ロ、ハ、ニ、ホ及び

ヘ以外の部分の告示で定める放射性物質等は、次に掲げる放射性

物質等以外のものとする。

一 自然発火性の放射性物質等のうち、液体状のもの及びＢＭ型

輸送物又はＢＵ型輸送物に収納されていない固体状のもの（航

空機による爆発物等の輸送基準を定める告示（昭和五十八年運

輸省告示第五百七十二号）第一条第四項に定める別表第一に規

定する等級が１のものに限る。（Ｌ型輸送物を除く。））

二 フィルタを用いて内部の気体のろ過を行う構造の容器、機械

的冷却装置を用いて放射性物質等の冷却を行う構造の容器その

他輸送中特別な操作を行う必要のある構造の容器に収納するこ

とが必要な放射性物質等

三 規則第百九十四条第二項第二号イ⑶のＢＭ型輸送物とした場

合に、換気を行う必要のある放射性物質等

四 爆発性の放射性物質等

五 タンク（機体の一部を構成しないものをいう。）又は金属製

中型容器（金属製の容器であって、容積が三立方メートル以下

のものをいう。）に収納された放射性物質等

六 ウラン二三三、ウラン二三五、プルトニウム二三九及びプル

トニウム二四一（以下「核分裂性核種」という。）の含有量が

合計〇・二五グラム未満の物質並びに天然ウラン及び劣化ウラ

ン（熱中性子炉で照射されたものを含む。）以外の放射性物質

等であって、核分裂性核種及びその化合物並びにこれらの物質

の一又は二以上を含む物質（以下「核分裂性物質」という。）

のうち、次のいずれかに該当するもの以外のもの

イ ウラン二三五の濃縮度が一パーセント以下であって、かつ

、プルトニウム及びウラン二三三の質量の合計がウラン二三



五の質量の一パーセント以下であって、全体に均一に分布し

ているもの

ロ 硝酸ウラニル溶液のうち、次に掲げる基準に適合するもの

⑴ ウラン二三五の濃縮度が二パーセント以下であること。

⑵ プルトニウム及びウラン二三三の質量の合計がウラン二

三五の質量の〇・〇〇二パーセント以下であること。

⑶ ウランの原子数に対する窒素の原子数の比率が二以上で

あること。

ハ ウラン二三五の濃縮度が五パーセント以下であって、かつ

、次に掲げる基準に適合するもの

⑴ 一の放射性輸送物当たりのウラン二三五の質量が三・五

グラム以下であること。

⑵ 一の放射性輸送物当たりのプルトニウム及びウラン二三

三の質量の合計がウラン二三五の質量の一パーセント以下

であること。

⑶ 一の航空機に積載する核分裂性核種の質量が四十五グラ

ム以下であること。

ニ 一の放射性輸送物当たりの核分裂性核種の質量が二グラム

以下であって、かつ、一の航空機に積載する核分裂性核種の

質量が十五グラム以下のもの

ホ 一の放射性輸送物当たりの核分裂性核種の質量が四十五グ

ラム以下であって、かつ、一の航空機に積載する核分裂性核

種の質量が四十五グラム以下のもの（専用積載で輸送する場

合に限る。）

ヘ 輸送物に収納されているベリリウム、重水素（天然に存在

するものを除く。）を含む水素含有物質又は黒鉛その他の炭

素原子のみが結合した物質の質量の合計が、当該輸送物に収

納される核分裂性核種の質量の合計を超えない場合（当該輸

送物全てに対する核分裂性核種の全ての濃度が任意の一キロ

グラムにつき一グラムを超えない場合を除く。）であって、



次に掲げるいずれかの基準に適合するもの

⑴ 次式において得られる臨界安全指数が十以下であること

。

二百五十×（ウラン二三五の質量（グラム）／Ｚ＋他の核

分裂性核種の質量（グラム）／二百八十）

この場合において、Ｚは別表第一による。

⑵ 外接する直方体の各辺が三十センチメートル以上であっ

て、次式において得られる臨界安全指数が十以下であり、

かつ、別記第三第一号に規定する条件の下に置いた場合に

、核分裂性物質の漏えいがなく、容器の構造部に一辺十セ

ンチメートルの立方体を包含するくぼみが生じず、かつ、

外接する直方体の各辺が三十センチメートル以上であるこ

と。

百×（ウラン二三五の質量（グラム）／Ｚ＋他の核分裂

性核種の質量（グラム）／二百八十）

この場合において、Ｚは別表第一による。

⑶ 当該輸送物に収納されている核分裂性核種の質量が十五

グラム以下であって、別記第三第一号に規定する条件の下

に置いた場合に、核分裂性物質の漏えいがなく、容器の構

造部に一辺十センチメートルの立方体を包含するくぼみが

生じず、かつ、外接する直方体の各辺が十センチメートル

以上であること。この場合において、臨界安全指数は次式

により得られる値を用いること。

百×（ウラン二三五の質量（グラム）／四百五十＋他の

核分裂性核種の質量（グラム）／二百八十）

ト 輸送物に収納されているプルトニウムの質量が一キログラ

ム以下であって、次に掲げる基準に適合するもの

⑴ 当該輸送物に収納されている核分裂性核種の質量の合計

が当該輸送物に収納されているプルトニウムの質量の二十

パーセント以下であること。



⑵ 当該輸送物に収納されているウランの質量が、当該輸送

物に収納されているプルトニウムの質量の一パーセント以

下であること。

⑶ 臨界安全指数は収納されているプルトニウムの質量（グ

ラム）を十で除して得られる値を用いること。

七 毒性ガスの危険性を有する放射性物質等 （ Ｌ型輸送物を除

く。）

（放射性輸送物として輸送しなければならない放射性物質等）

第三条 規則第百九十四条第二項第二号イ中⑴、⑵、⑶及び⑷以外

の部分の告示で定める放射性物質等は、次に掲げる放射性物質等

以外のものとする。

一 第七条第一項第一号に掲げる低比放射性物質であって、次に

掲げる基準に適合するもの

イ 通常の輸送状態で、放射性物質が容易に飛散し、又は漏え

いしないように措置されていること。

ロ 専用積載で輸送すること。

二 第七条第二項第一号の表面汚染物であって、次に掲げる基準

に適合するもの

イ 前号イに規定する基準に適合すること。

ロ 専用積載で輸送すること。ただし、表面の汚染が第一条第

七項の表の上欄に掲げる放射性物質の区分に応じ、それぞれ

同表の下欄に掲げる放射能面密度を超えない場合は、この限

りでない。

（Ｌ型輸送物として輸送できる放射性物質等）

第四条 規則第百九十四第二項第二号イ⑴の放射性物質等として告

示で定めるものは、次の各号のいずれかに該当する放射性物質等

とする。

一 放射性物質等であって、次の表の上欄に掲げる区分に応じ、

それぞれ同表の下欄に掲げる量を超えない放射能を有するもの

。ただし、六フッ化ウランにあっては、〇・一キログラム未満



のものに限る。

放射性物質等の区分 放射能の量

容易に散逸しない固体状の放射性物質 別表第二から別表

等又はカプセルに密封された放射性物 第五まで及び別表

質等であって、次に掲げる基準に適合 第七の第一欄に掲

するもの（以下「特別形放射性物質等 げる放射性物質の

」という。） 種類又は区分に応

イ 外接する直方体の少なくとも一 じ、それぞれ当該

辺が〇・五センチメートル以上で 各表の第二欄に掲

あること。 げる数量（以下「

ロ 別記第一に定めるところにより Ａ１値」という。

、衝撃試験及び打撃試験（長さが ）の千分の一

十センチメートル以上であり、か

固 つ、長さの幅に対する比率が十以

上である放射性物質等にあっては

、衝撃試験、打撃試験及び曲げ試

験）を行った場合に損壊せず、加

熱試験を行った場合に溶解又は分

解せず、並びに浸漬試験を行った

場合に水中への放射性物質の漏え

い量が二キロベクレルを超えない

体 ものであること。ただし、質量が

五百グラム未満であって、国土交

通大臣が適当と認める試験に合格

した場合は、この限りでない。

特別形放射性物質等以外のもの 別表第二から別表

第七までの第一欄

に掲げる放射性物

質の種類又は区分

に応じ、それぞれ



当該各表の第三欄

（別表第五及び別

表第六にあっては

、第二欄）に掲げ

る数量（以下「Ａ

２値」という。）

の千分の一

液 Ａ２値の一万分の

体 一

トリチウム 〇・八テラベク

気 レル

特別形放射性物質等 Ａ１値の千分の一

体 その他の

もの 特別形放射性物質等以外の Ａ２値の千分の一

もの

二 時計等の機器又は装置（放射性物質等を封入する機能のみを

有するものを除く。以下「機器等」という。）に含まれる放射

性物質等であって、次に掲げる基準に適合するもの（前号に掲

げるものを除く。）

イ 機器等一個当たりに含まれる放射性物質等の放射能が、次

の表の上欄に掲げる区分に応じ、それぞれ同表の中欄に掲げ

る量を超えず、かつ、機器等が収納され、又は包装されてい

る放射性輸送物一個当たりに含まれる放射性物質等の放射能

が、次の表の上欄に掲げる区分に応じ、それぞれ同表の下欄

に掲げる量を超えないこと。

放射性物質等の区分 機器一個当たり 輸送一個当たりの放

の放射能の量 射能の量

特別形放射性物 Ａ１値の百分の一 Ａ１値



固 質等

体 特別形放射性物 Ａ２値の百分の一 Ａ２値

質等以外のもの

液 Ａ２値の千分の一 Ａ２値の十分の一

体

トリチウム 〇・八テラベク 八テラベクレル

レル

気 そ 特別形放射性 Ａ１値の千分の一 Ａ１値の百分の一

の 物質等

体 他 特別形放射性 Ａ２値の千分の一 Ａ２値の百分の一

の 物質等以外の

も もの

の

ロ 収納され、又は包装されていない状態で当該機器等の表面

から十センチメートル離れた位置における線量当量率（線量

当量率は、一センチメートル線量当量率とする。ただし、国

土交通大臣が適当と認めた場合は、この限りでない。以下同

じ。）の最大値（以下「最大線量当量率」という。）が〇・

一ミリシーベルト毎時を超えないこと。

ハ 放射性物質等を含む機器等（放射性発光文字盤を用いた時

計及び装備を除く。）の外表面に「放射性」又は「Radioact

ive」の表示を有すること。ただし、次に掲げるいずれかの場

合であって、かつ、開封した際に「放射性」又は「Radioact

ive」の表示が内面において確認できる状態で収納され、又は

包装されている場合にあっては、この限りではない。

⑴ 個別に当該機器等に含まれる放射性物質等の放射能量が

別表第二第五欄に掲げる数量を超えない場合

⑵ 当該機器等の大きさにより、表示することが困難である

場合

ニ 機器等に完全に覆われていること。



三 機器等を構成する天然ウラン、劣化ウラン若しくは天然トリ

ウム又はこれらの化合物であって、次に掲げる基準に適合する

もの（前二号に掲げるものを除く。）

イ 機器等に他の放射性物質等が含まれないこと。

ロ 不活性材料で完全に覆われていること。

四 放射性物質等が収納されたことのある空の容器であって、次

に掲げる基準に適合するもの（前三号に掲げるものを除く。）

イ 破損等がなく、かつ、確実に閉じられていること。

ロ 容器の構造物中のウラン及びトリウムの外表面が金属その

他の堅固な不活性材料で完全に覆われていること。

ハ 内部の放射性物質の放射能面密度が表面密度限度の百倍を

超えないこと。

ニ 放射性物質等を輸送した際に付された標識又はその際に行

われた表示等が除去され、消され、又は覆われていること。

（Ａ型輸送物として輸送できる放射性物質等の量の限度）

第五条 規則第百九十四条第二項第二号イ⑵の告示で定める量は、

次の表の上欄に掲げる放射性物質等の区分に応じ、それぞれ同表

の下欄に掲げる放射能の量とする。

特別形放射性物質等 Ａ１値

特別形放射性物質等以外のもの Ａ２値

（ＢＭ型輸送物又はＢＵ型輸送物として輸送できる放射性物質等

の量の限度）

第六条 規則第百九十四条第二項第二号イ⑶の告示で定める量は、

次の表の上欄に掲げる放射性物質等の区分に応じ、それぞれ同表

の下欄に掲げる放射能の量とする。

特別形放射性物質等 Ａ１値の三千倍又はＡ２値の十

万倍のいずれか小さい値

特別形放射性物質等以外のもの Ａ２値の三千倍

（ＩＰ－１型輸送物、ＩＰ－２型輸送物又はＩＰ－３型輸送物と

して輸送できる放射性物質等）



第七条 規則第百九十四条第二項第二号イ⑷の放射能濃度が低い放

射性物質等であって危険性が少ないものとして告示で定めるもの

は、次の各号のいずれかに該当する放射性物質等であって、当該

放射性物質等を一箇所に集積した場合に、その表面から三メート

ル離れた位置における最大線量当量率が十ミリシーベルト毎時を

超えないものとする。

一 次に掲げる放射性物質等のいずれかに該当するもの（以下「

ＬＳＡ－Ⅰ」という。）

イ ウラン又はトリウムの精鉱

ロ 天然ウラン、劣化ウラン若しくは天然トリウム又はこれら

の物質の化合物若しくは混合物であって未照射かつ固体状又

は液体状のもの

ハ 第二条第六号に規定する核分裂性物質以外の放射性物質等

であって別表第二の第一欄に掲げるもののうち、同表の第三

欄に数量の規定がないもの

ニ 第二条第六号に規定する核分裂性物質以外の放射性物質等

であって放射能が全体にわたって分布しているもののうち、

放射能濃度の平均値が免除濃度の三十倍を超えないもの

二 前号に掲げる放射性物質等以外のものであって、次に掲げる

もの（以下「ＬＳＡ－Ⅱ」という。）

イ 次の表の上欄に掲げる放射性物質等の区分に応じ、それぞ

れ同表の下欄に掲げる放射能の量を超えないもの

トリチウム水 〇・八テラベクレル毎

リットル

その他の 固体状又は気体状の放射 放射能濃度の平均値が

もの 性物質等であって、放射 、Ａ２値の一万分の一毎

能が全体にわたって分布 グラム

しているもの

液体状の放射性物質等で 放射能濃度の平均値が

あって、放射能が全体に 、Ａ２値の十万分の一毎



わたって分布しているも グラム

の

ロ 放射能の量が、Ａ２値の三千倍を超えない不燃性固体のもの

三 前二号に掲げる放射性物質等以外のもののうち、粉末を除く

固体状の放射性物質等であって、次に掲げる基準に適合するも

の（以下「ＬＳＡ－Ⅲ」という。）

イ 放射性物質が全体にわたって分布していること。

ロ 別記第二に定めるところにより浸漬試験を行った場合に、

水中への放射性物質の漏えい量が、Ａ２値の十分の一を超えな

いこと。

ハ 放射能濃度の平均値が、Ａ２値の五百分の一毎グラムを超え

ないこと。

ニ 前号ロに規定する基準に適合すること。

２ 規則第百九十四条第二項第二号イ⑷の放射性物質以外の固体で

あって、表面が放射性物質によって汚染されたものとして告示で

定めるものは、次の各号のいずれかに該当する放射性物質等であ

って、当該放射性物質等を一箇所に集積した場合に、その表面か

ら三メートル離れた位置における最大線量当量率が十ミリシーベ

ルト毎時を超えないものとする。

一 次の表の上欄に掲げる汚染について、同表の中欄に掲げる放

射性物質の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる放射能面

密度を超えないもの（以下「ＳＣＯ－Ⅰ」という。）

接近でき ベータ線及びガンマ線を放 四ベクレル毎平方セ

る表面の 出する放射性物質並びにア ンチメートル

非固定性 ルファ線を放出する放射性

汚染 物質のうち低危険性のもの

アルファ線を放出する放射 〇・四ベクレル毎平

性物質のうち低危険性のも 方センチメートル

の以外のもの

ベータ線及びガンマ線を放 四十キロベクレル毎



その他の 出する放射性物質並びにア 平方センチメートル

汚染 ルファ線を放出する放射性

物質のうち低危険性のもの

アルファ線を放出する放射 四キロベクレル毎平

性物質のうち低危険性のも 方センチメートル

の以外のもの

二 次の表の上欄に掲げる汚染について、同表の中欄に掲げる放

射性物質の区分に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる放射能面

密度を超えないもの（以下「ＳＣＯ－Ⅱ」という 。）

接近できる表面 ベータ線及びガンマ線を放 四百ベクレル毎

の非固定性汚染 出する放射性物質並びにア 平方センチメー

ルファ線を放出する放射性 トル

物質のうち低危険性のもの

アルファ線を放出する放射 四十べクレル毎

性物質のうち低危険性のも 平方センチメー

の以外のもの トル

ベータ線及びガンマ線を放 八百キロベクレ

その他の汚染 出する放射性物質並びにア ル毎平方センチ

ルファ線を放出する放射性 メートル

物質のうち低危険性のもの

アルファ線を放出する放射 八十キロべクレ

性物質のうち低危険性のも ル毎平方センチ

の以外のもの メートル

３ 低比放射性物質及び表面汚染物をＩＰ－１型輸送物、ＩＰ－２

型輸送物及びＩＰ－３型輸送物とする場合においては、次の表の

上欄に掲げる区分に応じ、それぞれ同表の中欄又は下欄に掲げる

ＩＰ－１型輸送物、ＩＰ－２型輸送物又はＩＰ－３型輸送物とし

て区分するものとする。

低比放射性物質又は表 専用積載とする場 専用積載としない

面汚染物の区分 合 場合



ＬＳＡ 固体 ＩＰ－１型輸送物 ＩＰ－１型輸送物

－Ⅰ 液体 ＩＰ－１型輸送物 ＩＰ－２型輸送物

ＬＳＡ 固体 ＩＰ－２型輸送物 ＩＰ－２型輸送物

－Ⅱ 液体又は気体 ＩＰ－２型輸送物 ＩＰ－３型輸送物

ＬＳＡ－Ⅲ ＩＰ－２型輸送物 ＩＰ－３型輸送物

ＳＣＯ－Ⅰ ＩＰ－１型輸送物 ＩＰ－１型輸送物

ＳＣＯ－Ⅱ ＩＰ－２型輸送物 ＩＰ－２型輸送物

（防護措置が特に必要な放射性物質等）

第八条 規則第百九十四条第二項第二号への放射性物質等として告

示で定めるものは、次の各号のいずれかに該当する放射性物質等

とする。

一 次に掲げる放射性物質等であって、一の航空機で輸送する場

合のプルトニウム（プルトニウム二三八の同位体濃度が百分の

八十を超えるものを除く。以下この条において同じ。）の合計

量が二キログラム以上のもの

イ 照射されていないプルトニウム及びその化合物並びにこれ

らの物質の一又は二以上を含む物質（以下「プルトニウム等

」という。）

ロ 照射されたプルトニウム等であって、その表面から一メー

トルの距離において当該物質から放出された放射線が空気に

吸収された場合の吸収線量率（以下この条において単に「吸

収線量率」という。）が一グレイ毎時以下のもの（第六号に

掲げるものを除く。）

ハ 照射されたプルトニウム等であって、その表面から一メー

トルの距離において吸収線量率が一グレイ毎時を超えるもの

（第五号及び第六号に掲げるものを除く。）

二 次に掲げる放射性物質等であって、一の航空機で輸送する場

合のプルトニウムの合計量が五百グラムを超え二キログラムに

達しないもの

イ 照射されていないプルトニウム等



ロ 照射されたプルトニウム等であって、その表面から一メー

トルの距離において吸収線量率が一グレイ毎時以下のもの（

第六号に掲げるものを除く。）

ハ 照射されたプルトニウム等であって、その表面から一メー

トルの距離において吸収線量率が一グレイ毎時を超えるもの

（第五号及び第六号に掲げるものを除く。）

三 プルトニウム等であって、一の航空機で輸送する場合のプル

トニウムの合計量が十五グラムを超え五百グラム以下のもの（

第五号及び第六号に掲げるものを除く。）

四 次に掲げる放射性物質等（照射されたものに限る。）であっ

て、照射直後にその表面から一メートルの距離において吸収線

量率が一グレイ毎時を超えていたもの（第五号及び第六号に掲

げるものを除く。）

イ ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比

率が天然の比率であるウラン並びにその化合物並びにこれら

の物質の一又は二以上を含む物質で原子炉において燃料とし

て使用できるもの

ロ ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比

率が天然の比率に達しないウラン並びにその化合物並びにこ

れらの物質の一又は二以上を含む物質で原子炉において燃料

として使用できるもの

ハ トリウム及びその化合物並びにこれらの物質の一又は二以

上を含む物質で原子炉において燃料として使用できるもの

ニ ウラン二三五のウラン二三五及びウラン二三八に対する比

率が天然の比率を超え百分の十に達しないウラン並びにその

化合物並びにこれらの物質の一又は二以上を含む物質

五 使用済燃料を溶解した液体から核燃料物質その他の有用物質

を分離した残りの液体をガラスにより容器に固形化した物に含

まれる放射性物質等であって、その表面から一メートルの距離

において吸収線量率が一グレイ毎時を超えるもの



六 核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物で廃棄しよ

うとするものを封入（圧縮して封入する場合に限る。）し、又

は固形化した容器に内包される放射性物質等（前号に掲げるも

のを除く。）

七 次に掲げる放射性物質等であって、次に掲げる場合の区分に

応じ、それぞれ次に定めるもの

イ 放射性物質等の種類が一種類の場合 別表第八の第一欄に

掲げる種類に応じて、同表の第二欄に掲げる数量以上のもの

ロ 放射性物質等の種類が二種類以上の場合 別表第八の第一

欄に掲げる種類ごとの放射性物質等の数量のそれぞれ同表の第

二欄に掲げる数量に対する割合の和が一以上となるもの

（放射性輸送物の基準）

第九条 規則第百九十四条第二項第二号ロの告示で定める放射性輸

送物に関する技術上の基準は、次のとおりとする。

一 Ｌ型輸送物

イ 外表面に不要な突起物がなく、かつ、容易に汚染が除去で

きること。

ロ 容易に、かつ、安全に取り扱うことができること。

ハ 輸送中に予想される温度及び内圧の変化、振動等により、

き裂、破損等の生ずるおそれがないこと。

ニ 容器の材料相互間又は容器の材料と放射性物質等の間で、

相互の作用により、危険な物理的又は化学的作用を起こすお

それがないこと。

ホ 容器の弁がみだりに操作されない措置が講じられているこ

と。

ヘ 表面における最大線量当量率が五マイクロシーベルト毎時

を超えないこと。

ト 表面の放射性物質の放射能面密度が表面密度限度を超えな

いこと。

チ 内表面に「放射性」又は「Radioactive」の文字が、開封の



際に見やすいように表示してあること。ただし、次に掲げる

いずれかの場合は、この限りでない。

⑴ 内表面に当該文字を表示することが困難である場合であ

って、外表面に当該文字が表示されている場合

⑵ 第四条第二号、第三号及び第四号に掲げる放射性物質等

が収納され、又は包装されている場合

リ 最高使用圧力に九十五キロパスカルを加えた圧力差（外圧

と内圧の差をいう。）の下で放射性物質の漏えいがないこと

。

ヌ 摂氏三十八度の温度で、輸送中に人が容易に近づくことが

できる表面（その表面に近接防止枠を設ける放射性輸送物に

あっては、当該近接防止枠の表面）の温度が日陰において摂

氏五十度を超えないこと。

ル 摂氏零下四十度から摂氏五十五度までの温度において容器

の密封性が損なわれないこと。

ヲ 放射性物質等の使用等に必要な書類その他の物品（放射性

輸送物の安全性を損なうおそれのないものに限る。）以外の

ものが収納され、又は包装されていないこと。

ワ 第二条第六号イからホまでのいずれかに該当するものが収

納され、又は包装されている場合にあっては、第二号ロに規

定する基準に適合すること。

カ 第二条第六号へ又はトのいずれかに該当するものが収納さ

れ、又は包装されている場合にあっては、第二号ロ及びハに

規定する基準に適合すること。

二 Ａ型輸送物

イ 前号イ、ロ、ハ、ニ、ホ、ト、リ、ヌ及びルに規定する基

準に適合すること。

ロ 外接する直方体の各辺が十センチメートル以上であること

。

ハ みだりに開封されないように、かつ、開封された場合にそ



れが明らかになるように、容易に破れないシールの貼り付け

等の措置が講じられていること。

ニ 容器を構成する部品については、摂氏零下四十度から摂氏

七十度までの温度（輸送中に予想される温度が特定できる場

合においては、その温度）において、き裂、破損等の生ずる

おそれがないこと。

ホ 絶対圧力六十キロパスカルの外圧の下で放射性物質の漏え

いがないこと。

ヘ 液体状の放射性物質等が収納されている場合にあっては、

次に掲げる基準に適合すること。

⑴ 当該放射性物質等の量の二倍以上の量の放射性物質等を

吸収する吸収材又は二重の密封部分からなる密封装置を備

えていること。ただし、国土交通大臣が適当と認める場合

は、この限りでない。

⑵ 当該放射性物質等の温度変化、動揺及び注入時の内圧の

変化に耐え得るように、容器内に適当な空間があること。

ト 表面における最大線量当量率が二ミリシーベルト毎時を超

えず、かつ、表面から一メートル離れた位置における最大線

量当量率が百マイクロシーベルト毎時を超えないこと。ただ

し、コンテナを容器として使用する場合にあっては、専用積

載の場合を除き、当該放射性輸送物の表面から一メートル離

れた位置における最大線量当量率に、次の表の上欄に掲げる

放射性輸送物の最大断面積に応じ、それぞれ同表の下欄に掲

げる係数を乗じて得た値が百マイクロシーベルト毎時を超え

ないこと。

一平方メートル以下の場合 一

一平方メートルを超え、五平方メートル以下の場合 二

五平方メートルを超え、二十平方メートル以下の場合 三

二十平方メートルを超える場合 十

チ 放射性物質等の使用等に必要な書類その他の物品（放射性



輸送物の安全性を損なうおそれのないものに限る。）以外の

ものが収納され、又は包装されていないこと。

リ 別記第三に規定する条件の下に置いた場合に、次に掲げる

基準に適合すること。（別記第三第二号については、⑴に限

る。）

⑴ 放射性物質の漏えいがないこと。

⑵ 表面における最大線量当量率の著しい増加がなく 、 か

つ、当該最大線量当量率が二ミリシーベルト毎時を超えな

いこと。

三 ＢＭ型輸送物

イ 前号イからチまで（ヘ⑴を除く。）に規定する基準に適合

すること。

ロ 別記第四に規定する条件の下に置いた場合に、次に掲げる

基準に適合すること。

⑴ 前号リ⑵の基準

⑵ 放射性物質の一時間当たりの漏えい量がＡ２値の百万分の

一を超えないこと。

⑶ 表面の温度が日陰において摂氏五十度（専用積載として

輸送する放射性輸送物にあっては、輸送中に人が容易に近

づくことができる表面（その表面に近接防止枠を設ける放

射性輸送物にあっては、当該近接防止枠の表面）において

摂氏八十五度）を超えないこと。

⑷ 表面の放射性物質の放射能面密度が表面密度限度を超え

ないこと。

ハ 別記第五に規定する条件の下に置いた場合に、次に掲げる

基準に適合すること。

⑴ 表面から一メートル離れた位置における最大線量当量率

が十ミリシーベルト毎時を超えないこと。

⑵ 放射性物質の一週間当たりの漏えい量がＡ２値（クリプト

ン八五については、Ａ２値の十倍とする。）を超えないこと



。

ニ 輸送中予想される最低温度から摂氏三十八度までの温度に

おいて性能が維持できるように設計されていること。

四 ＢＵ型輸送物

イ 第二号イからチまで（ヘ⑴を除く。）に規定する基準に適

合すること。

ロ 別記第六に規定する条件の下に置いた場合に、前号ロに規

定する基準に適合すること。

ハ 別記第七に規定する条件の下に置いた場合に、前号ハに規

定する基準に適合すること。

ニ 摂氏零下四十度から摂氏三十八度までの温度において性能

が維持できるように設計されていること。

ホ フィルタ又は機械的冷却装置を用いなくても内部の気体の

ろ過又は放射性物質等の冷却が行われる構造であること。

ヘ 最高使用圧力が七百キロパスカルを超えないこと。

五 ＩＰ－１型輸送物 第二号イ、ロ及びトに規定する基準に適

合すること。

六 ＩＰ－２型輸送物

イ 前号に規定する基準に適合すること。

ロ 別記第八に規定する条件の下に置いた場合に、次に掲げる

基準に適合すること。ただし、コンテナを固体状の放射性物

質を収納する容器として使用する場合であって、国土交通大

臣が適当と認める基準に適合しているときは、この限りでな

い。

⑴ 放射性物質の漏えいがないこと。

⑵ 表面における最大線量当量率の著しい増加がなく 、 か

つ、当該最大線量当量率が二ミリシーベルト毎時を超えな

いこと。

七 ＩＰ－３型輸送物

イ 第二号（ヘ⑴及び⑵を除く。）に規定する基準に適合する



こと。

ロ 別記第九に規定する条件の下に置いた場合に、前号ロに規

定する基準に適合すること。ただし、コンテナを固体状の放

射性物質を収納する容器として使用する場合であって、国土

交通大臣が適当と認める基準に適合しているときは、この限

りでない。

八 一の航空機で輸送する場合の放射性物質の合計量が前条第一

号、第二号（ハを除く。）又は第四号の規定のいずれかに該当

する放射性物質等が収納され、又は包装されている放射性輸送

物にあっては、第一号から前号までの基準に従うほか、施錠及

び封印その他の当該放射性輸送物が容易に開封されないための

措置が講じられていること。

九 六フッ化ウランが収納され、又は包装されている放射性輸送

物にあっては、第一号から前号までの基準に従うほか、次に掲

げる基準に適合すること。

イ 放射性輸送物に収納され、又は包装されている六フッ化ウ

ランの容積は、その取扱い上定められた輸送物の最高温度に

おいて容器の内容積の九十五パーセント以下であること。

ロ 輸送中において、六フッ化ウランは固体状であり、かつ、

当該輸送物の内圧が大気圧を超えないこと。

ハ イ及びロに規定する基準に加え、量が〇・一キログラム以

上の六フッ化ウランが収納され、又は包装されている放射性

輸送物にあっては、次に掲げる基準に適合すること。

⑴ 別記第十に規定する条件の下に置いた場合に、放射性物

質の漏えいがなく、かつ、著しい応力の発生がないこと。

⑵ 別記第十一に規定する条件の下に置いた場合に、放射性

物質の漏えいがなく、弁に損傷がないこと。

⑶ 別記第十二に規定する条件の下に置いた場合に、密封装

置に損傷がないこと。

⑷ 圧力逃がし装置が備えられていないこと。



ニ 次のいずれかに掲げる場合であって、国土交通大臣が適当

と認める場合には、ハの基準に代えることができる。

⑴ 別記第十三に規定する条件の下に置いた場合に、放射性

物質の漏えいがなく、かつ、著しい応力が発生しない場合

⑵ 収納又は包装される六フッ化ウランの量が九千キログラ

ム以上の放射性輸送物であって、ハ⑶に規定する基準に適

合しない場合

ホ イ及びロに規定する基準に加え、〇・一キログラム未満の

六フッ化ウランが収納され、又は包装されている放射性輸送

物にあっては、次に掲げる基準に適合すること。

⑴ 航空機による爆発物等の輸送基準等を定める告示で規定

する基準に従うこと。

⑵ 金属製容器は耐食性を有するものに限ること。

⑶ 金属製又はプラスチック製の第一次容器は、硬質の漏え

いしない第二次容器に入れ、かつ、硬質な外装容器に収納

すること。

⑷ 第一次容器は、通常の輸送条件下で収納物が破損、破裂

しないような方法で、かつ、第二次容器中に漏えいしない

ような方法で収納すること。

⑸ 第二次容器は、適切な緩衝材と共に外装容器に確実に収

納すること。

⑹ 二個以上の第一次容器が一個の第二次容器に収納される

場合には、第一次容器間の接触がないよう、個々に包装す

るか又は分離して収納すること。

⑺ 外装容器は、航空機による爆発物等の輸送基準等を定め

る告示に定める、等級が１の場合の要件を満たすものであ

ること。なお、容器の種類、材質及び細分類については、

同告示において1A2、1B2、1D、1G、1H2、1N2、3A2、3B2、

3H2、4A、4B、4C1、4C2、4D、4F、4G、4H1及び4H2の記号で

表されるものに限る。



（六フッ化ウラン）

第十条 規則第百九十四条第二項第二号ニの告示で定める六フッ化ウ

ランは、六フッ化ウランの量が〇・一キログラム以上のものとす

る。

（放射性輸送物の安全の確認）

第十一条 規則第百九十四条第二項第二号ハ又はニの規定による確

認は、次の各号のいずれかに該当する場合には、関係書類を提出

させ、当該書面を審査することにより行うことができる。

一 前条で定める六フッ化ウランが収納され、又は包装されてい

る放射性輸送物について、国土交通大臣の適当と認める者が作

成した次に掲げる技術上の基準に適合する旨を証する書面の提

出があった場合

イ 第九条第九号に規定する技術上の基準

ロ 当該放射性輸送物がBM型輸送物の場合には、第九条第三号

に規定する技術上の基準

ハ 当該放射性輸送物がＢＵ型輸送物の場合には、第九条第四

号に規定する技術上の基準

二 前条で定める六フッ化ウランが収納され、又は包装されてい

る放射性輸送物以外の放射性輸送物について、国土交通大臣の

指定する者により次に掲げる技術上の基準に適合する旨の確認

がなされる場合

イ 当該放射性輸送物がＢＭ型輸送物の場合には、第九条第三

号に規定する技術上の基準

ロ 当該放射性輸送物がＢＵ型輸送物の場合には、第九条第四

号に規定する技術上の基準

三 放射性輸送物等が、本邦以外の地において国土交通大臣が適

当と認める外国の法令に基づき放射性輸送物とされる場合

２ 規則第百九十四条第二項第二号ヘの規定による確認（放射性輸

送物に関する技術上の基準に係るものに限る。）は、次の各号の

いずれかに該当する場合には、関係書類を提出させ、当該書面を



審査することにより行うことができる。

一 国土交通大臣の適当と認める者が作成した第九条第八号に規

定する技術上の基準に適合する旨を証する書面の提出があった

場合

二 放射性物質等が、本邦以外の地において国土交通大臣が適当

と認める外国の法令に基づき放射性輸送物とされる場合

（取扱場所）

第十二条 放射性輸送物（Ｌ型輸送物にあっては、一の航空機で輸

送する場合の放射性物質の合計量が第八条第一号、第二号（ハを

除く。）又は第四号までの規定のいずれかに該当する放射性物質

等が収納され、又は包装されているものに限る。以下この条にお

いて同じ。）、放射性輸送物が収納されているオーバーパック又

はこれらが収納されているコンテナは、関係者以外の者が通常立

ち入る場所で積込み、取卸し等の取扱いをしてはならない。

２ 第二条第六号ヘ又はトのいずれかに該当するものが収納され、

又は包装されている放射性輸送物、オーバーパック又はコンテナ

を、集貨として蔵置する場合におけるそれらの臨界安全指数は、

各集貨ごとに五十を超えないこと。

（積載方法）

第十三条 放射性輸送物、オーバーパック又はこれらが収納されて

いるコンテナ（以下「放射性輸送物等」という。）は、輸送中に

おいて移動、転倒、転落等により放射性輸送物の安全性が損なわ

れないように積載しなければならない。

２ 放射性輸送物等は、旅客、航空機乗組員又は客室乗組員が通常

使用する区画に積載してはならない。

３ 専用積載で放射性物質等を輸送する場合、放射性輸送物としな

いで輸送できる表面汚染物を輸送する場合及び引火性ガスの危険

性を有する放射性物質等（Ｌ型輸送物を除く。）を輸送する場合

は、貨物機（現に旅客が搭乗していない航空機をいう。以下同じ

。）によりしなければならない。



４ 放射性輸送物等の輸送に頻繁に使用される航空機の積載場所は

、定期的に汚染の有無を検査しなければならない。

（臨界の防止）

第十四条 核燃料物質の輸送は、いかなる場合においても臨界に達

するおそれがないように措置して行わなければならない。

（混載制限）

第十五条 表面からの平均熱放出率が十五ワット毎平方メートルを

超える放射性輸送物等は、熱を除去する装置の設置その他の特別

の措置を講じない限り他の貨物と混載してはならない。

２ 放射性輸送物等（Ｌ型輸送物及びＬ型輸送物のみが収納されて

いるものを除く。第十七条、第十九条並びに第二十二条第一項、

第六項及び第七項において同じ。）は、火薬類（航空機による爆

発物等の輸送基準等を定める告示第一条第五項に規定する隔離区

分がＳであるものを除く。）その他放射性輸送物の安全な輸送を

損なうおそれのある物件と混載してはならない。

（オーバーパック、コンテナ及び航空機に係る線量当量率等）

第十六条 オーバーパック及び放射性輸送物又はオーバーパックが

収納されているコンテナの最大線量当量率は、表面において二ミ

リシーベルト毎時を超えず、かつ、表面から一メートル離れた位

置において百マイクロシーベルト毎時を超えてはならない。ただ

し、専用積載であって国土交通大臣が適当と認めた場合において

、表面から一メートル離れた位置における最大線量当量率につい

ては、この限りでない。

２ 放射性輸送物等が積載されている航空機（以下この条において

単に「航空機」という。）の最大線量当量率は、表面において二

ミリシーベルト毎時を超えず、かつ、二メートル離れた位置にお

いて百マイクロシーベルト毎時を超えてはならない。

３ オーバーパック、放射性輸送物又はオーバーパックが収納され

ているコンテナ及び航空機の表面の放射性物質の放射能面密度は

、当該オーバーパック若しくは当該コンテナに収納され、又は当



該航空機に積載されている放射性輸送物の表面密度限度を超えて

はならない。ただし、第三条第一号及び第二号に規定する放射性

物質等を収納したコンテナ及び航空機の内表面は、この限りでな

い。

（輸送指数）

第十七条 放射性輸送物等については、輸送指数を定めるものとす

る。

２ 前項の輸送指数は、次の各号に規定するところにより決定され

る値とする。

一 放射性輸送物にあっては、当該放射性輸送物の表面から一メ

ートル離れた位置における最大線量当量率をミリシーベルト毎

時単位で表した値に百を乗じて得た値（放射性輸送物の容器と

してコンテナを使用する場合にあっては、当該値に、次の表の

上欄に掲げる最大断面積に応じ、それぞれ同表の下欄に掲げる

係数を乗じて得た値）。この場合において、当該値が〇・〇五

以下の場合にあっては、当該値を〇とすることができる。

一平方メートル以下の場合 一

一平方メートルを超え、五平方メートル以下の場合 二

五平方メートルを超え、二十平方メートル以下の場合 三

二十平方メートルを超える場合 十

二 オーバーパックにあっては、当該オーバーパックに収納され

ている放射性輸送物毎に前号の規定により算定した値を合計し

て得た値。ただし、堅固なオーバーパック（外形が容易に変形

するもの以外のものをいう。）にあっては、当該オーバーパッ

クの表面から一メートル離れた位置における最大線量当量率を

ミリシーベルト毎時単位で表した値に百を乗じて得た値に、前

号の表の上欄に掲げる最大断面積に応じ、それぞれ同表の下欄

に掲げる係数を乗じて得た値（当該値が〇・〇五以下の場合に

あっては、当該値を〇とすることができる。）とすることがで



きる。

三 放射性輸送物又はオーバーパックが収納されているコンテナ

にあっては、当該コンテナに収納されている放射性輸送物又は

オーバーパック毎に前二号の規定により算定した値を合計して

得た値又は当該コンテナの表面から一メートル離れた位置にお

ける最大線量当量率をミリシーベルト毎時単位で表した値に百

を乗じて得た値に、第一号の表の上欄に掲げる最大断面積に応

じ、それぞれ同表の下欄に掲げる係数を乗じて得た値（当該値

が〇・〇五以下の場合は、当該値を〇とすることができる。）

をもって当該コンテナの輸送指数とすることができる。

（積載限度等）

第十八条 一の放射性輸送物及び一のオーバーパックの輸送指数は

十を超えてはならない。ただし、専用積載で輸送する場合は、こ

の限りでない。

２ 放射性輸送物又はオーバーパックが収納されている一のコンテ

ナの輸送指数は五十を超えてはならない。ただし、専用積載で輸

送する場合は、この限りでない。

３ 一の航空機に積載する放射性輸送物（オーバーパック又はコン

テナに収納されているものを除く。）、オーバーパック（コンテナ

に収納されているものを除く。）及び放射性輸送物又はオーバーパ

ックが収納されているコンテナ（以下「コンテナ等」という。）

の輸送指数の合計は、五十を超えてはならない。ただし、コンテ

ナ等を貨物機で輸送する場合であって、次の各号のいずれかに該

当するとき及びＬＳＡ－Ⅰの物質を輸送する場合は、この限りで

ない。

一 専用積載により輸送しない場合であって、コンテナ等の輸送

指数の合計が二百を超えないとき

二 専用積載により輸送する場合

４ 一の航空機で輸送されるＬＳＡ－Ⅱであって不燃性固体以外の

もの及びＬＳＡ－Ⅲであって不燃性固体以外のもの並びに表面汚



染物の放射能の量の合計は、それぞれの放射性物質等のＡ２値の合

計の百倍を超えてはならない。

５ 一の航空機で輸送される放射性物質等のうち、放射性輸送物と

しないで輸送される表面汚染物に含まれる核分裂性核種の量の合

計は、十五グラムを超えてはならない。

６ 第二条第六号へ又はトのいずれかに該当するものが収納され、

又は包装されている一の放射性輸送物及び一のオーバーパックの

臨界安全指数は五十を超えてはならない。ただし、専用積載で輸

送する場合は、この限りでない。

７ 前項の放射性輸送物又はオーバーパックが収納されている一の

コンテナの臨界安全指数は五十を超えてはならない。ただし、専

用積載で輸送する場合であって、当該臨界安全指数が百を超えな

い場合は、この限りでない。

８ 一の航空機に積載する前二項に規定するコンテナ等の臨界安全

指数の合計は、五十を超えてはならない。ただし、コンテナ等を

貨物機により専用積載で輸送する場合であって、当該臨界安全指

数が百を超えない場合は、この限りでない。

９ 第七項に規定する一のコンテナ又は前項に規定する一の航空機

に積載するコンテナ等の臨界安全指数の合計が五十を超える場合

は、他のコンテナ等から六メートル以上の距離をおいて積載する

こと。

（取扱方法等を記載した書類の携行）

第十九条 放射性輸送物等を輸送する場合は、取扱方法その他輸送

に関して留意すべき事項及び事故が発生した場合の措置について

記載した書類を携行しなければならない。

２ 放射性輸送物等を輸送した者は、前項の書類を、当該輸送の終

了した日から起算して三月間保管しなければならない。

（ＢＭ型輸送物の輸送条件）

第二十条 ＢＭ型輸送物、ＢＭ型輸送物が収納されているオーバー

パック又はこれらが収納されているコンテナを輸送する場合は、



貨物機によりしなければならない。

２ ＢＭ型輸送物、ＢＭ型輸送物が収納されているオーバーパック

又はこれらが収納されているコンテナを貨物機に積み込み、又は

貨物機から取り卸す場合は、放射性物質の取扱いに関し専門的知

識を有する者を立ち会わせ、当該放射性輸送物の保安のため必要

な監督を行わせなければならない。

３ 前項の立合いは、放射線測定器及び防護具を携行して行わせな

ければならない。

（ＢＭ型輸送物及びＢＵ型輸送物の輸送条件）

第二十一条 ＢＭ型輸送物及びＢＵ型輸送物を輸送する場合は、そ

の表面の温度が摂氏五十度を超えないように措置しておかなけれ

ばならない。

（標識又は表示）

第二十二条 次の表の上欄に掲げる放射性輸送物等には、それぞれ

同表の中欄に掲げる標識を同表の下欄に掲げる箇所に付さなけれ

ばならない。なお、「臨界防止のための措置が特に必要な放射性

物質等」とは、核分裂性物質のうち第二条第六号イからホまでの

いずれかに該当するもの以外のものをいう。

一 放射性輸送物又はオーバーパックで 第一類白標 放射性輸

あって、表面における最大線量当量率 識（第一号 送物等の

が五マイクロシーベルト毎時を超えず 様式） 表面の二

、かつ、輸送指数が〇であるもの 箇所

二 放射性輸送物又はオーバーパック（ 第二類黄標 放射性輸

前号に掲げるものを除く。）であって 識（第二号 送物等の

、表面における最大線量当量率が五百 様式） 表面の二

マイクロシーベルト毎時以下であり、 箇所

かつ、輸送指数が一を超えないもの

三 前二号に掲げる放射性輸送物等以外 第三類黄標 放射性輸

の放射性輸送物又はオーバーパック 識（第三号 送物等の

様式） 表面の二



箇所

四 放射性輸送物又はオーバーパックが 第一類白標 コンテナ

収納されているコンテナであって輸送 識（第一号 の四側面

指数が〇であるもの 様式）

五 放射性輸送物又はオーバーパックが 第二類黄標 コンテナ

収納されているコンテナであって輸送 識（第二号 の四側面

指数が〇を超え、かつ、一を超えない 様式）

もの

六 放射性輸送物又はオーバーパックが 第三類黄標 コンテナ

収納されているコンテナであって、前 識（第三号 の四側面

二号に掲げるもの以外のもの 様式）

七 第一号から前号までのもののうち臨 臨界安全指 第一号か

界防止のための措置が特に必要な放射 数標識（第 ら前号ま

性物質等を収納するもの 三号の二様 でに掲げ

式） る箇所

八 第一号から第六号までのもののうち 腐食性物質 第一号か

六フッ化ウランを収納するもの 副標識（第 ら第六号

四号様式） までに掲

及び毒物副 げる箇所

標識（第四

号の二様式

）

２ 次に掲げる放射性輸送物等には、その表面の見やすい箇所に、

それぞれ当該各号に規定する事項を英語又は日本語（国内輸送の

場合に限る。）で鮮明に表示しておかなければならない。

一 総質量が五十キログラムを超える放射性輸送物 総質量

二 Ａ型輸送物 「Ａ型」の文字又は「TYPE A」の文字

三 ＢＭ型輸送物及びＢＵ型輸送物 「ＢＭ型」の文字又は「TY

PE B(M)」の文字及び「ＢＵ型」の文字又は「TYPE B(U)」の

文字



四 ＩＰ－１型輸送物、ＩＰ－２型輸送物及びＩＰ－３型輸送物

「ＩＰ－１型」の文字又は「TYPE IP－I」の文字、「ＩＰ－

２型」の文字又は「TYPE IP－II」の文字及び「ＩＰ－３型」

の文字又は「TYPE IP－III」の文字

五 放射性輸送物等 荷送人及び荷受人の氏名又は名称及び住所

六 第七項の表に掲げる放射性物質等 「ＵＮ」の文字に続く同

表下欄に掲げる国連番号及び「放射性物質」の文字に続く同表

の上欄に掲げる輸送物固有の名称（Ｌ型輸送物に係るものを除

く。）。ただし、同表の上欄に掲げる輸送物固有の名称にあっ

ては、該当するもののみを表示し、「（臨界防止のための措置

が特に必要な放射性物質等又は六フッ化ウラン以外のもの）」

、「（臨界防止のための措置が特に必要な放射性物質等以外の

もの）」、「（Ｌ型輸送物、ＢＵ型輸送物、ＢＭ型輸送物又は

特別措置下での輸送以外のもの）」、「（Ｌ型輸送物、ＢＵ型

輸送物、ＢＭ型輸送物、特別措置下での輸送又は臨界防止のた

めの措置が特に必要な放射性物質等以外のもの）」又は「（臨

界防止のための措置が特に必要な放射性物質等以外のものであ

って、一の放射性輸送物当たり〇・一キログラム未満のもの）

」の文字は表示することを要しない。

七 固形二酸化炭素が収納された放射性輸送物「Dry ice」の文字

及び固形二酸化炭素の質量

３ ＢＭ型輸送物及びＢＵ型輸送物には、当該放射性輸送物の容器

又は包装の耐火性及び耐水性を有する最も外側の表面に、耐火性

及び耐水性を有する三葉マーク（第五号様式）を、明確に表示し

なければならない。

４ Ｌ型輸送物には、当該輸送物の表面にＬ型輸送物標識（第五号

の二様式）を付さなければならない。

５ ＢＭ型輸送物、ＢＭ型輸送物が収納されているオーバーパック

又はこれらが収納されているコンテナには、第一項の表第一号か

ら第六号までの中欄に掲げる標識を付した同一面であって、同標



識に近接した箇所に貨物機専用標識（第六号様式）を付さなけれ

ばならない。

６ 放射性輸送物又はオーバーパックが収納されている大型コンテ

ナには、当該大型コンテナの四側面にコンテナ標識（第七号様式

）を付さなければならない。ただし、第一項の第一類白標識、第

二類黄標識又は第三類黄標識をコンテナ標識の大きさ以上の大き

さに拡大したものを付す場合は、この限りでない。

７ 次の表の上欄に掲げる放射性物質等のいずれか一つのみが収納

されているコンテナを専用積載で輸送する場合にあっては、コン

テナの四側面に同表の下欄に掲げる番号を表示した国連番号標札

（第八号様式）を付さなければならない。ただし、前項のコンテ

ナ標識の下半分の白地上に「UN」の文字を前置した当該番号を表

示した場合は、この限りでない。

輸送物固有の名称 国連番号

Ｌ型輸送物（空容器） 二九〇八

Ｌ型輸送物（天然ウラン、劣化ウラン又は天然ト 二九〇九

リウムから製作された物品）

Ｌ型輸送物（少量の放射性物質等） 二九一〇

Ｌ型輸送物（機器又は物品） 二九一一

低比放射性物質（ＬＳＡ－Ⅰ）（臨界防止のため 二九一二

の措置が特に必要な放射性物質等又は六フッ化ウ

ラン以外のもの）

表面汚染物（ＳＣＯ－Ⅰ又はＳＣＯ－Ⅱ）（臨界 二九一三

防止のための措置が特に必要な放射性物質等以外

のもの）

Ａ型輸送物（臨界防止のための措置が特に必要な 二九一五

放射性物質等又は六フッ化ウラン以外のもの）

ＢＵ型輸送物（臨界防止のための措置が特に必要 二九一六

な放射性物質等以外のもの）

ＢＭ型輸送物（臨界防止のための措置が特に必要 二九一七



な放射性物質等以外のもの）

特別措置下での輸送（臨界防止のための措置が特 二九一九

に必要な放射性物質等以外のもの）

六フッ化ウラン（臨界防止のための措置が特に必 二九七七

要な放射性物質等）（Ｌ型輸送物、ＢＵ型輸送物

、ＢＭ型輸送物又は特別措置下での輸送以外のも

の）

六フッ化ウラン（Ｌ型輸送物、ＢＵ型輸送物、Ｂ 二九七八

Ｍ型輸送物、特別措置下での輸送又は臨界防止の

ための措置が特に必要な放射性物質等以外のもの

）

低比放射性物質（ＬＳＡ－Ⅱ）（臨界防止のため 三三二一

の措置が特に必要な放射性物質等又は六フッ化ウ

ラン以外のもの）

低比放射性物質（ＬＳＡ－Ⅲ）（臨界防止のため 三三二二

の措置が特に必要な放射性物質等又は六フッ化ウ

ラン以外のもの）

低比放射性物質（ＬＳＡ-Ⅱ）（臨界防止のための 三三二四

措置が特に必要な放射性物質等であって、六フッ

化ウラン以外のもの）

低比放射性物質（ＬＳＡ-Ⅲ）（臨界防止のための 三三二五

措置が特に必要な放射性物質等であって、六フッ

化ウラン以外のもの）

表面汚染物（ＳＣＯ-Ⅰ又はＳＣＯ-Ⅱ）（臨界防 三三二六

止のための措置が特に必要な放射性物質等）

Ａ型輸送物（臨界防止のための措置が特に必要な 三三二七

放射性物質等であって、六フッ化ウラン以外のも

の）

ＢＵ型輸送物（臨界防止のための措置が特に必要 三三二八

な放射性物質等）



ＢＭ型輸送物（臨界防止のための措置が特に必要 三三二九

な放射性物質等）

特別措置下での輸送（臨界防止のための措置が特 三三三一

に必要な放射性物質等）

Ａ型輸送物（特別形）（臨界防止のための措置が 三三三二

特に必要な放射性物質等又は六フッ化ウラン以外

のもの）

Ａ型輸送物（特別形）（臨界防止のための措置が 三三三三

特に必要な放射性物質等であって、六フッ化ウラ

ン以外のもの）

六フッ化ウラン（Ｌ型輸送物）（臨界防止のため 三五〇七

の措置が特に必要な放射性物質等以外のものであ

って、一の放射性輸送物当たり〇・一キログラム

未満のもの）

８ 放射性輸送物、オーバーパック又は第二十五条に規定する低比

放射性物質等が収納されている航空機用ＵＬＤであって非開放型

の構造を有するものを輸送する場合（Ｌ型輸送物のみを輸送する

場合を除く。）にあっては、当該航空機用ＵＬＤの表面の少なく

とも二側面にこれらを収納していることを適切な方法で表示しな

ければならない。

９ 一のオーバーパックには、「OVERPACK」の文字を表示しなけれ

ばならない。

（防護に関する基準）

第二十三条 第八条に規定する放射性物質等を輸送する場合の規則

第百九十四条第二項第二号ロの告示で定める基準（放射性輸送物

に関する技術上の基準に関するものを除く。）は、次のとおりと

する。

一 放射性物質の合計量が第八条第一号（ハを除く。）に該当す

る場合にあっては、次の措置を講じること。

イ 防護に関し、次の事項を記載した輸送計画書を輸送関係者



間で協議を行った上で策定すること。

⑴ 積載方法等

⑵ 日時及び経路

⑶ 輸送関係者の氏名

⑷ 警備に関すること

⑸ 受渡し地点及びその予定時刻

⑹ 連絡通報に関すること

⑺ その他必要な事項

ロ 特別の事由がある場合を除き、輸送時間、経由地、積替回

数及び積替時間が最小となる経路を選定すること。

ハ 連絡の時間間隔をあらかじめ定めておき、輸送中、あらか

じめ定められた連絡場所（以下「指定連絡場所」という。）

へ連絡を行い得るよう連絡通報体制を整備すること。

ニ 放射性物質等の防護に関して専門的な知識と経験を有し、

輸送中の防護の実施に関して責任を有する者（以下「輸送責

任者」という。）を、出発空港等及び着陸空港等に配置し、

次の事項を行わせること。

⑴ 輸送中、輸送計画書を携行すること。

⑵ 輸送中、指定連絡場所へ、ハで定められたとおり連絡を

行うこと。

⑶ 出発前に、航空機に対して妨害行為が着手されていない

ことを確認すること。

ホ 警備人を選定し、次の事項を行わせるほか、輸送中、放射

性輸送物等又は放射性輸送物等を収納したコンテナに付き添

わせること。

⑴ 放射性輸送物等又は放射性輸送物等を収納したコンテナ

の積載に際し、当該放射性輸送物等を連続的に監視するか

、又は錠及び封印等を頻繁に点検すること。

⑵ 出発前に、航空機に対して妨害行為が着手されていない

ことを確認すること。



ヘ 放射性輸送物等が人手により容易に移動されるおそれのあ

る場合は、コンテナへ収納する等の措置により、容易に移動

されないようにすること。

ト コンテナに施錠及び封印その他の当該コンテナが容易に開

封されないための措置を講じること。

チ 錠及び封印等に異常がないことを積載前に点検すること。

リ 専用積載で輸送すること。

ヌ 防護のために必要な措置に関する詳細な事項は、当該事項

を知る必要があると認められる者以外の者に知られることが

ないよう管理すること。この場合において、防護に関する秘

密については、秘密の範囲及び業務上知り得る者を指定し、

かつ、管理の方法を定めることにより、その漏えいの防止を

図ること。

二 放射性物質の合計量が第八条第一号ハ、第二号（ハを除く。

）又は第四号に該当する場合にあっては、前号リを除く同号の

措置を講じること。また、貨物機を使用すること。

三 放射性物質の合計が第八条第二号ハ、第三号、第五号、第六

号又は第七号に該当する場合にあっては、第一号イからチまで

及びヌの措置を講じること。

（輸送の安全の確認）

第二十四条 規則第百九十四条第二項第二号ホ又はヘの規定による

確認（ヘの規定による確認にあっては、放射性輸送物に関する技

術上の基準に係るものを除く。）は、当該放射性輸送物が国土交

通大臣の指定する者により輸送されるとき又は本邦外から本邦内

へ若しくは本邦外の間を輸送されるときは、積載前に当該輸送が

この告示に規定する基準に適合していることを証する書面を提出

させ、当該書面を審査することにより行うことができる。

（放射性輸送物としないで輸送できる放射性物質等の輸送の基準

）

第二十五条 放射性輸送物としないで輸送できる低比放射性物質又



は表面汚染物（以下「低比放射性物質等」という。）及び低比放

射性物質等が収納されているコンテナについては、輸送指数を定

めるものとする。

２ 前項の輸送指数は、次の各号に規定するところにより決定され

る値とする。

一 低比放射性物質等にあっては、当該低比放射性物質等の表面

から一メートル離れた位置における最大線量当量率をミリシー

ベルト毎時単位で表した値に百を乗じて得た値に、第十七条第

二項第一号の表の上欄に掲げる最大断面積に応じ、それぞれ同

表の下欄に掲げる係数を乗じて得た値。ただし、ウラン又はト

リウムの精鉱のうち、次の表の上欄に掲げる物質については、

表面から一メートル離れた位置における最大線量当量率をミリ

シーベルト毎時単位で表した値に代えて、それぞれ同表の下欄

に掲げる値とすることができる。

ウラン又はトリウムの物理的精鉱 〇・四

トリウムの化学的精鉱 〇・三

六フッ化ウラン以外のウランの化学的精鉱 〇・〇二

二 低比放射性物質等が収納されているコンテナにあっては、当

該コンテナに収納されている低比放射性物質等毎に前号の規定

により算定した値を合計して得た値又は当該コンテナの表面か

ら一メートル離れた位置における最大線量当量率をミリシーベ

ルト毎時単位で表した値に百を乗じて得た値に、第十七条第二

項第一号の表の上欄に掲げる最大断面積に応じ、それぞれ同表

の下欄に掲げる係数を乗じて得た値

３ 一の航空機に積載する放射性輸送物としないで輸送できる表面

汚染物（コンテナに収納されているものを除く。）及び放射性輸

送物としないで輸送できる表面汚染物が収納されているコンテナ

の輸送指数並びに第十七条の規定により算定した輸送指数の合計

は、専用積載により輸送されない場合は、二百を超えてはならな

い。



４ 前項の規定は、ＬＳＡ－Ⅰについては、適用しない。

５ 次の表の上欄に掲げる低比放射性物質等が収納されているコン

テナには、それぞれ同表の下欄に掲げる標識を当該コンテナの四

側面に付さなければならない。

一 輸送指数が〇のコンテナ 第一類白標識

（第一号様式）

二 輸送指数が〇を超え一を超えないコンテ 第二類黄標識

ナ （第二号様式）

三 前二号に掲げるもの以外のもの 第三類黄標識

（第三号様式）

６ 低比放射性物質等が収納されている大型コンテナには、当該大

型コンテナの四側面にコンテナ標識（第七号様式）を付さなければ

ならない。ただし、第五項に定める標識をコンテナ標識の大きさ以

上の大きさに拡大したものを付す場合は、この限りでない。また、

当該大型コンテナに六フッ化ウランが収納されているものにあって

は、第二十二条第一項第八号中欄に掲げる標識（第四号様式）及び

第四号の二様式も併せて四側面に付さなければならない。

７ 第二十二条第七項の表の上欄に掲げる放射性物質等であって低

比放射性物質であるもののいずれか一つのみが収納されているコン

テナにあっては、当該コンテナの四側面に同表に掲げる番号を表示

した国連番号標礼（第八号様式）を付さなければならない。ただし

、同条第五項に規定するコンテナ標識の下半分の白地上に「ＵＮ」

の文字を前置した当該番号を表示した場合は、この限りでない。ま

た、当該コンテナに六フッ化ウランが収納されているものにあって

は、第二十二条第一項第八号中欄に掲げる標識（第四号様式）も併

せて四側面に付さなければならない。

８ 第十二条、第十三条、第十五条、第十六条及び第十九条の規定

は、低比放射性物質等を輸送する場合に準用する。この場合におい

て、第十二条第一項中「放射性輸送物（Ｌ型輸送物にあっては、一

の航空機で輸送する場合の放射性物質の合計量が第八条第一号、第



二号（ハを除く。）又は第四号の規定のいずれかに該当する放射性

物質等が収納され、又は包装されているものに限る。以下この条に

おいて同じ。）、放射性輸送物が収納されているオーバーパック又

はこれら」とあるのは「低比放射性物質等又は低比放射性物質等」

と、第十三条第一項中「放射性輸送物、オーバーパック又はこれら

が収納されているコンテナ（以下「放射性輸送物等」という。）」

とあるのは「低比放射性物質等又は低比放射性物質等が収納されて

いるコンテナ」と、「放射性輸送物の」とあるのは「低比放射性物

質等の」と、同条第二項及び第四項、第十五条第一項、第十六条第

二項並びに第十九条中「放射性輸送物等」とあるのは「低比放射性

物質等」と、第十五条第二項中「放射性輸送物等（Ｌ型輸送物及び

Ｌ型輸送物のみが収納されているものを除く。以下第十七条、第十

九条並びに第二十二条第一項、第六項及び第七項において同じ。）

」とあるのは「低比放射性物質等」と、第十六条第一項中「オーバ

ーパック及び放射性輸送物又はオーバーパック」とあるのは「低比

放射性物質等」と、第十六条第三項中「オーバーパック、放射性輸

送物又はオーバーパック」とあるのは「低比放射性物質等」と、「

当該オーバーパック若しくは当該コンテナ」とあるのは「当該コン

テナ」と、「放射性輸送物」とあるのは「低比放射性物質等」と読

み替えるものとする。

第二十六条 放射性物質等の輸送は、その日時及び経路が当該放射

性物質等の安全な輸送のために適切なものでなければならない。

（規則第百九十四条第二項第二号イの承認）

第二十七条 規則第百九十四条第二項第二号イの承認は、次に掲げ

る要件に適合する旨を承認することにより行うものとする。

一 当該放射性物質等をＬ型輸送物、Ａ型輸送物、ＢＭ型輸送物

、ＢＵ型輸送物、ＩＰ－１型輸送物、ＩＰ－２型輸送物又はＩ

Ｐ－３型輸送物として輸送することが著しく困難であること。

二 安全な輸送を確保するため必要な措置が講じられており、そ

のため当該輸送に関して安全上支障がないこと。



２ 前項の場合において、放射性輸送物の最大線量当量率は、表面

において二ミリシーベルト毎時を超えず、かつ、表面から二メー

トル離れた位置において百マイクロシーベルト毎時を超えてはな

らない。

（特別措置）

第二十八条 第十六条又は第十八条の規定に従って輸送することが

著しく困難な場合であって、安全な輸送を確保するために必要な

措置が講じられており、かつ、これらの規定によらないで輸送し

ても安全上支障がない旨の国土交通大臣の承認を受けたときは、

これらの規定によらないことができる。

（特別措置等に係る標識）

第二十九条 第二十七条又は前条の規定により放射性輸送物等を輸

送する場合には、専用積載で輸送しなければならず、また、第二

十二条第一項の規定にかかわらず、それらの表面の二箇所（コン

テナにあっては、四側面）に第三類黄標識（第三号標識）を付さ

なければならない。

（他の危険性を有する放射性物質等）

第三十条 放射性物質等であって、かつ、規則第百九十四条第二項

第一号の告示で定める物件である場合にあっては、その標識、表示

その他輸送方法に関しては、この告示に定めるもののほか、航空機

による爆発物等の輸送基準等を定める告示の定めるところによる。

（みなし確認に係る除外）

第三十一条 規則第百九十四条第四項及び第五項の規定により確認

を受けたものとみなされる基準は、放射性輸送物に関する技術上

の基準のうち第九条第一号リ、ヌ及びル以外の基準とする。

附 則

（施行期日）

１ この告示は、平成十三年七月一日から施行する。

（経過措置）

２ この告示の施行の際現に航空機に積載されている放射性物質等



の輸送については、当該輸送が終了するまでは、なお従前の例に

よる。

附 則 （平成十六年国土交通省告示第千六百二号）

この告示は、平成十七年一月一日から施行する。

附 則 （平成十七年国土交通省告示第千三百九十一号）

この告示は、平成十八年六月一日から施行する。

附 則 （平成十八年国土交通省告示第千五百三十七号）

この告示は、平成十九年一月一日から施行する。

附 則 （平成二十年国土交通省告示第七百五十六号）

この告示は、平成二十年六月十八日から施行する。

附 則 （平成二十年国土交通省告示第七百九号）

この告示は、平成二十年七月一日から施行する。

附 則 （平成二十年国土交通省告示第千四百三十六号）

（施行期日）

１ この告示は、平成二十一年一月一日から施行する。

（経過措置）

１ この告示の施行の際現に航空機に積載されている放射性物質等

の輸送については、当該輸送が終了するまでは、なお従前の例に

よる。

附 則 （平成二十二年国土交通省告示第千五百四十一号）

（施行期日）

第一条 この告示は、平成二十三年一月一日から施行する。

（経過措置）

第二条 この告示の施行の際現に航空機に積載されている放射性物

質等の輸送については、当該輸送が終了するまでは、なお従前の

例による。

附 則 （平成二十四年国土交通省告示第千二十三号）

この告示は、原子力規制委員会設置法の施行の日（平成二十四年

九月十九日）から施行する。

附 則 （平成二十五年国土交通省告示第八百五号）



この告示は、公布の日から施行する。

附 則 （平成二十六年国土交通省告示第千百八十七号）

（施行期日）

第一条 この告示は、平成二十七年一月一日から施行する。

（経過措置）

第二条 この告示の施行の際現に航空機に積載されている放射性物

質等の輸送については、当該輸送が終了するまでは、なお従前の

例による。

第三条 標識のふちの内側の線の幅については、この告示による改

正後の第一号様式から第四号様式までの規定にかかわらず、平成

二十八年十二月三十一日までの間は、なお従前の例によることが

できる。

附 則（平成二十八年国土交通省告示第千四百五十一号）

（施行期日）

第一条 この告示は、平成二十九年一月一日から施行する。

（経過措置）

第二条 この告示の施行の際現に航空機に積載されている放射性物

質等の輸送については、当該輸送が終了するまでは、なお従前の

例による。

附 則（平成二十九年国土交通省告示第四十七号）

（施行期日）

第一条 この告示は、平成二十九年二月一日から施行する。

（経過措置）

第二条 この告示の施行の際現に航空機に積載されている放射性物

質等の輸送については、当該輸送が終了するまでは、なお従前の

例による。

附 則（平成三十年国土交通省告示第千四百号）

（施行期日）

第一条 この告示は、平成三十一年一月一日から施行する。

（経過措置）



第二条 この告示の施行の際現に航空機に積載されている放射性物

質等の輸送については、当該輸送が終了するまでは、なお従前の例

による。

（施行期日）

第一条 この告示は、令和元年九月一日から施行する。



別表第一（第二条関係）

臨界安全指数を計算する場合に用いられるＺの値

ウラン二三五の濃縮度 Ｚ

１．５パーセント以下 ２２００

１．５パーセントを超え５パーセント以下 ８５０

５パーセントを超え１０パーセント以下 ６５０

１０パーセントを超え２０パーセント以下 ５８０

２０パーセントを超える ４５０

備考 異なる濃縮度のウランに三五を含む場合は、最も高い濃縮度に対応する値とする。

別表第二（第一条の二及び第四条関係）

種類が明らかであり、かつ、一種類である放射性物質の場合の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄 第四欄 第五欄

原 放射性物質の種 特別形放射性物質等 特別形放射性物質等 放射能濃度 放射能量

子 類 である場合の数量 以外の放射性物質等

番 （Ａ１値） である場合の数量 単位Ｂｑ／ｇ 単位 Ｂｑ

号 単位 ＴＢｑ （Ａ２値）

単位 ＴＢｑ

１ ３Ｈ 4×10１ 4×10１ 1×10６ 1×10９

４ ７Ｂｅ 2×10１ 2×10１ 1×10３ 1×10７

４ １０Ｂｅ 4×10１ 6×10－１ 1×10４ 1×10６

６ １１Ｃ 1×10０ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

６ １４Ｃ 4×10１ 3×10０ 1×10４ 1×10７

７ １３Ｎ 9×10－１ 6×10－１ 1×10２ 1×10９

９ １８Ｆ 1×10０ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

１１ ２２Ｎａ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

１１ ２４Ｎａ 2×10－１ 2×10－１ 1×10１ 1×10５

１２ ２８Ｍｇ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

１３ ２６Ａｌ 1×10－１ 1×10－１ 1×10１ 1×10５

１４ ３１Ｓｉ 6×10－１ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

１４ ３２Ｓｉ 4×10１ 5×10－１ 1×10３ 1×10６



１５ ３２Ｐ 5×10－１ 5×10－１ 1×10３ 1×10５

１５ ３３Ｐ 4×10１ 1×10０ 1×10５ 1×10８

１６ ３５Ｓ 4×10１ 3×10０ 1×10５ 1×10８

１７ ３６Ｃｌ 1×10１ 6×10－１ 1×10４ 1×10６

１７ ３８Ｃｌ 2×10－１ 2×10－１ 1×10１ 1×10５

１８ ３７Ａｒ 4×10１ 4×10１ 1×10６ 1×10８

１８ ３９Ａｒ 4×10１ 2×10１ 1×10７ 1×10４

１８ ４１Ａｒ 3×10－１ 3×10－１ 1×10２ 1×10９

１９ ４０Ｋ 9×10－１ 9×10－１ 1×10２ 1×10６

１９ ４２Ｋ 2×10－１ 2×10－１ 1×10２ 1×10６

１９ ４３Ｋ 7×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

２０ ４１Ｃａ 制限なし 制限なし 1×10５ 1×10７

２０ ４５Ｃａ 4×10１ 1×10０ 1×10４ 1×10７

２０ ４７Ｃａ 3×10０ 3×10－１ 1×10１ 1×10６

２１ ４４Ｓｃ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10５

２１ ４６Ｓｃ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

２１ ４７Ｓｃ 1×10１ 7×10－１ 1×10２ 1×10６

２１ ４８Ｓｃ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

２２ ４４Ｔｉ 5×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

２３ ４８Ｖ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

２３ ４９Ｖ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10７

２４ ５１Ｃｒ 3×10１ 3×10１ 1×10３ 1×10７

２５ ５２Ｍｎ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

２５ ５３Ｍｎ 制限なし 制限なし 1×10４ 1×10９

２５ ５４Ｍｎ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

２５ ５６Ｍｎ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

２６ ５２Ｆｅ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10６

２６ ５５Ｆｅ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10６

２６ ５９Ｆｅ 9×10－１ 9×10－１ 1×10１ 1×10６

２６ ６０Ｆｅ 4×10１ 2×10－１ 1×10２ 1×10５

２７ ５５Ｃｏ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

２７ ５６Ｃｏ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

２７ ５７Ｃｏ 1×10１ 1×10１ 1×10２ 1×10６

２７ ５８Ｃｏ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

２７ ５８ｍＣｏ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10７

２７ ６０Ｃｏ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

２８ ５９Ｎｉ 制限なし 制限なし 1×10４ 1×10８

２８ ６３Ｎｉ 4×10１ 3×10１ 1×10５ 1×10８

２８ ６５Ｎｉ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10６

２９ ６４Ｃｕ 6×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10６



２９ ６７Ｃｕ 1×10１ 7×10－１ 1×10２ 1×10６

３０ ６５Ｚｎ 2×10０ 2×10０ 1×10１ 1×10６

３０ ６９Ｚｎ 3×10０ 6×10－１ 1×10４ 1×10６

３０ ６９ｍＺｎ 3×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

３１ ６７Ｇａ 7×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

３１ ６８Ｇａ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10５

３１ ７２Ｇａ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

３２ ６８Ｇｅ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10５

３２ ７１Ｇｅ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10８

３２ ７７Ｇｅ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

３３ ７２Ａｓ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

３３ ７３Ａｓ 4×10１ 4×10１ 1×10３ 1×10７

３３ ７４Ａｓ 1×10０ 9×10－１ 1×10１ 1×10６

３３ ７６Ａｓ 3×10－１ 3×10－１ 1×10２ 1×10５

３３ ７７Ａｓ 2×10１ 7×10－１ 1×10３ 1×10６

３４ ７５Ｓｅ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

３４ ７９Ｓｅ 4×10１ 2×10０ 1×10４ 1×10７

３５ ７６Ｂｒ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

３５ ７７Ｂｒ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

３５ ８２Ｂｒ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10６

３６ ７９Ｋｒ 4×10０ 2×10０ 1×10３ 1×10５

３６ ８１Ｋｒ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10７

３６ ８５Ｋｒ 1×10１ 1×10１ 1×10５ 1×10４

３６ ８５ｍＫｒ 8×10０ 3×10０ 1×10３ 1×10１０

３６ ８７Ｋｒ 2×10－１ 2×10－１ 1×10２ 1×10９

３７ ８１Ｒｂ 2×10０ 8×10－１ 1×10１ 1×10６

３７ ８３Ｒｂ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

３７ ８４Ｒｂ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

３７ ８６Ｒｂ 5×10－１ 5×10－１ 1×10２ 1×10５

３７ ８７Ｒｂ 制限なし 制限なし 1×10４ 1×10７

３７ Ｒｂ(天然の混合比のも 制限なし 制限なし 1×10４ 1×10７

の)

３８ ８２Ｓｒ 2×10－１ 2×10－１ 1×10１ 1×10５

３８ ８５Ｓｒ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

３８ ８５ｍＳｒ 5×10０ 5×10０ 1×10２ 1×10７

３８ ８７ｍＳｒ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

３８ ８９Ｓｒ 6×10－１ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

３８ ９０Ｓｒ 3×10－１ 3×10－１ 1×10２ 1×10４

３８ ９１Ｓｒ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

３８ ９２Ｓｒ 1×10０ 3×10－１ 1×10１ 1×10６



３９ ８７Ｙ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

３９ ８８Ｙ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10６

３９ ９０Ｙ 3×10－１ 3×10－１ 1×10３ 1×10５

３９ ９１Ｙ 6×10－１ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

３９ ９１ｍＹ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

３９ ９２Ｙ 2×10－１ 2×10－１ 1×10２ 1×10５

３９ ９３Ｙ 3×10－１ 3×10－１ 1×10２ 1×10５

４０ ８８Ｚｒ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

４０ ９３Ｚｒ 制限なし 制限なし 1×10３ 1×10７

４０ ９５Ｚｒ 2×10０ 8×10－１ 1×10１ 1×10６

４０ ９７Ｚｒ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

４１ ９３ｍＮｂ 4×10１ 3×10１ 1×10４ 1×10７

４１ ９４Ｎｂ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

４１ ９５Ｎｂ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

４１ ９７Ｎｂ 9×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

４２ ９３Ｍｏ 4×10１ 2×10１ 1×10３ 1×10８

４２ ９９Ｍｏ 1×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

４３ ９５ｍＴｃ 2×10０ 2×10０ 1×10１ 1×10６

４３ ９６Ｔｃ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10６

４３ ９６ｍＴｃ 4×10－１ 4×10－１ 1×10３ 1×10７

４３ ９７Ｔｃ 制限なし 制限なし 1×10３ 1×10８

４３ ９７ｍＴｃ 4×10１ 1×10０ 1×10３ 1×10７

４３ ９８Ｔｃ 8×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

４３ ９９Ｔｃ 4×10１ 9×10－１ 1×10４ 1×10７

４３ ９９ｍＴｃ 1×10１ 4×10０ 1×10２ 1×10７

４４ ９７Ｒｕ 5×10０ 5×10０ 1×10２ 1×10７

４４ １０３Ｒｕ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

４４ １０５Ｒｕ 1×10０ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

４４ １０６Ｒｕ 2×10－１ 2×10－１ 1×10２ 1×10５

４５ ９９Ｒｈ 2×10０ 2×10０ 1×10１ 1×10６

４５ １０１Ｒｈ 4×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10７

４５ １０２Ｒｈ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

４５ １０２ｍＲｈ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

４５ １０３ｍＲｈ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10８

４５ １０５Ｒｈ 1×10１ 8×10－１ 1×10２ 1×10７

４６ １０３Ｐｄ 4×10１ 4×10１ 1×10３ 1×10８

４６ １０７Ｐｄ 制限なし 制限なし 1×10５ 1×10８

４６ １０９Ｐｄ 2×10０ 5×10－１ 1×10３ 1×10６

４７ １０５Ａｇ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

４７ １０８ｍＡｇ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６



４７ １１０ｍＡｇ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10６

４７ １１１Ａｇ 2×10０ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

４８ １０９Ｃｄ 3×10１ 2×10０ 1×10４ 1×10６

４８ １１３ｍＣｄ 4×10１ 5×10－１ 1×10３ 1×10６

４８ １１５Ｃｄ 3×10０ 4×10－１ 1×10２ 1×10６

４８ １１５ｍＣｄ 5×10－１ 5×10－１ 1×10３ 1×10６

４９ １１１Ｉｎ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

４９ １１３ｍＩｎ 4×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

４９ １１４ｍＩｎ 1×10１ 5×10－１ 1×10２ 1×10６

４９ １１５ｍＩｎ 7×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10６

５０ １１３Ｓｎ 4×10０ 2×10０ 1×10３ 1×10７

５０ １１７ｍＳｎ 7×10０ 4×10－１ 1×10２ 1×10６

５０ １１９ｍＳｎ 4×10１ 3×10１ 1×10３ 1×10７

５０ １２１ｍＳｎ 4×10１ 9×10－１ 1×10３ 1×10７

５０ １２３Ｓｎ 8×10－１ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

５０ １２５Ｓｎ 4×10－１ 4×10－１ 1×10２ 1×10５

５０ １２６Ｓｎ 6×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

５１ １２２Ｓｂ 4×10－１ 4×10－１ 1×10２ 1×10４

５１ １２４Ｓｂ 6×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

５１ １２５Ｓｂ 2×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10６

５１ １２６Ｓｂ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

５２ １２１Ｔｅ 2×10０ 2×10０ 1×10１ 1×10６

５２ １２１ｍＴｅ 5×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

５２ １２３ｍＴｅ 8×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10７

５２ １２５ｍＴｅ 2×10１ 9×10－１ 1×10３ 1×10７

５２ １２７Ｔｅ 2×10１ 7×10－１ 1×10３ 1×10６

５２ １２７ｍＴｅ 2×10１ 5×10－１ 1×10３ 1×10７

５２ １２９Ｔｅ 7×10－１ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

５２ １２９ｍＴｅ 8×10－１ 4×10－１ 1×10３ 1×10６

５２ １３１ｍＴｅ 7×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

５２ １３２Ｔｅ 5×10－１ 4×10－１ 1×10２ 1×10７

５３ １２３Ｉ 6×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10７

５３ １２４Ｉ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

５３ １２５Ｉ 2×10１ 3×10０ 1×10３ 1×10６

５３ １２６Ｉ 2×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10６

５３ １２９Ｉ 制限なし 制限なし 1×10２ 1×10５

５３ １３１Ｉ 3×10０ 7×10－１ 1×10２ 1×10６

５３ １３２Ｉ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

５３ １３３Ｉ 7×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

５３ １３４Ｉ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５



５３ １３５Ｉ 6×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

５４ １２２Ｘｅ 4×10－１ 4×10－１ 1×10２ 1×10９

５４ １２３Ｘｅ 2×10０ 7×10－１ 1×10２ 1×10９

５４ １２７Ｘｅ 4×10０ 2×10０ 1×10３ 1×10５

５４ １３１ｍＸｅ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10４

５４ １３３Ｘｅ 2×10１ 1×10１ 1×10３ 1×10４

５４ １３５Ｘｅ 3×10０ 2×10０ 1×10３ 1×10１０

５５ １２９Ｃｓ 4×10０ 4×10０ 1×10２ 1×10５

５５ １３１Ｃｓ 3×10１ 3×10１ 1×10３ 1×10６

５５ １３２Ｃｓ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10５

５５ １３４Ｃｓ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10４

５５ １３４ｍＣｓ 4×10１ 6×10－１ 1×10３ 1×10５

５５ １３５Ｃｓ 4×10１ 1×10０ 1×10４ 1×10７

５５ １３６Ｃｓ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10５

５５ １３７Ｃｓ 2×10０ 6×10－１ 1×10１ 1×10４

５６ １３１Ｂａ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

５６ １３３Ｂａ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

５６ １３３ｍＢａ 2×10１ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

５６ １４０Ｂａ 5×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

５７ １３７Ｌａ 3×10１ 6×10０ 1×10３ 1×10７

５７ １４０Ｌａ 4×10－１ 4×10－１ 1×10１ 1×10５

５８ １３９Ｃｅ 7×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

５８ １４１Ｃｅ 2×10１ 6×10－１ 1×10２ 1×10７

５８ １４３Ｃｅ 9×10－１ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

５８ １４４Ｃｅ 2×10－１ 2×10－１ 1×10２ 1×10５

５９ １４２Ｐｒ 4×10－１ 4×10－１ 1×10２ 1×10５

５９ １４３Ｐｒ 3×10０ 6×10－１ 1×10４ 1×10６

６０ １４７Ｎｄ 6×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

６０ １４９Ｎｄ 6×10－１ 5×10－１ 1×10２ 1×10６

６１ １４３Ｐｍ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

６１ １４４Ｐｍ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

６１ １４５Ｐｍ 3×10１ 1×10１ 1×10３ 1×10７

６１ １４７Ｐｍ 4×10１ 2×10０ 1×10４ 1×10７

６１ １４８ｍＰｍ 8×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

６１ １４９Ｐｍ 2×10０ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

６１ １５１Ｐｍ 2×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

６２ １４５Ｓｍ 1×10１ 1×10１ 1×10２ 1×10７

６２ １４７Ｓｍ 制限なし 制限なし 1×10１ 1×10４

６２ １５１Ｓｍ 4×10１ 1×10１ 1×10４ 1×10８

６２ １５３Ｓｍ 9×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６



６３ １４７Ｅｕ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

６３ １４８Ｅｕ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

６３ １４９Ｅｕ 2×10１ 2×10１ 1×10２ 1×10７

６３ １５０Ｅｕ(短半減期のも 2×10０ 7×10－１ 1×10３ 1×10６

の)

６３ １５０Ｅｕ(長半減期のも 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

の)

６３ １５２Ｅｕ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

６３ １５２ｍＥｕ 8×10－１ 8×10－１ 1×10２ 1×10６

６３ １５４Ｅｕ 9×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

６３ １５５Ｅｕ 2×10１ 3×10０ 1×10２ 1×10７

６３ １５６Ｅｕ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

６４ １４６Ｇｄ 5×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

６４ １４８Ｇｄ 2×10１ 2×10－３ 1×10１ 1×10４

６４ １５３Ｇｄ 1×10１ 9×10０ 1×10２ 1×10７

６４ １５９Ｇｄ 3×10０ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

６５ １５７Ｔｂ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10７

６５ １５８Ｔｂ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

６５ １６０Ｔｂ 1×10０ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

６６ １５９Ｄｙ 2×10１ 2×10１ 1×10３ 1×10７

６６ １６５Ｄｙ 9×10－１ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

６６ １６６Ｄｙ 9×10－１ 3×10－１ 1×10３ 1×10６

６７ １６６Ｈｏ 4×10－１ 4×10－１ 1×10３ 1×10５

６７ １６６ｍＨｏ 6×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

６８ １６９Ｅｒ 4×10１ 1×10０ 1×10４ 1×10７

６８ １７１Ｅｒ 8×10－１ 5×10－１ 1×10２ 1×10６

６９ １６７Ｔｍ 7×10０ 8×10－１ 1×10２ 1×10６

６９ １７０Ｔｍ 3×10０ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

６９ １７１Ｔｍ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10８

７０ １６９Ｙｂ 4×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10７

７０ １７５Ｙｂ 3×10１ 9×10－１ 1×10３ 1×10７

７１ １７２Ｌｕ 6×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

７１ １７３Ｌｕ 8×10０ 8×10０ 1×10２ 1×10７

７１ １７４Ｌｕ 9×10０ 9×10０ 1×10２ 1×10７

７１ １７４ｍＬｕ 2×10１ 1×10１ 1×10２ 1×10７

７１ １７７Ｌｕ 3×10１ 7×10－１ 1×10３ 1×10７

７２ １７２Ｈｆ 6×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10６

７２ １７５Ｈｆ 3×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

７２ １８１Ｈｆ 2×10０ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

７２ １８２Ｈｆ 制限なし 制限なし 1×10２ 1×10６



７３ １７８Ｔａ(長半減期のも 1×10０ 8×10－１ 1×10１ 1×10６

の)

７３ １７９Ｔａ 3×10１ 3×10１ 1×10３ 1×10７

７３ １８２Ｔａ 9×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10４

７４ １７８Ｗ 9×10０ 5×10０ 1×10１ 1×10６

７４ １８１Ｗ 3×10１ 3×10１ 1×10３ 1×10７

７４ １８５Ｗ 4×10１ 8×10－１ 1×10４ 1×10７

７４ １８７Ｗ 2×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

７４ １８８Ｗ 4×10－１ 3×10－１ 1×10２ 1×10５

７５ １８４Ｒｅ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

７５ １８４ｍＲｅ 3×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10６

７５ １８６Ｒｅ 2×10０ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

７５ １８７Ｒｅ 制限なし 制限なし 1×10６ 1×10９

７５ １８８Ｒｅ 4×10－１ 4×10－１ 1×10２ 1×10５

７５ １８９Ｒｅ 3×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

７５ Ｒｅ(天然の混合比のも 制限なし 制限なし 1×10６ 1×10９

の)

７６ １８５Ｏｓ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

７６ １９１Ｏｓ 1×10１ 2×10０ 1×10２ 1×10７

７６ １９１ｍＯｓ 4×10１ 3×10１ 1×10３ 1×10７

７６ １９３Ｏｓ 2×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

７６ １９４Ｏｓ 3×10－１ 3×10－１ 1×10２ 1×10５

７７ １８９Ｉｒ 1×10１ 1×10１ 1×10２ 1×10７

７７ １９０Ｉｒ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

７７ １９２Ｉｒ 1×10０ 6×10－１ 1×10１ 1×10４

７７ １９４Ｉｒ 3×10－１ 3×10－１ 1×10２ 1×10５

７８ １８８Ｐｔ 1×10０ 8×10－１ 1×10１ 1×10６

７８ １９１Ｐｔ 4×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

７８ １９３Ｐｔ 4×10１ 4×10１ 1×10４ 1×10７

７８ １９３ｍＰｔ 4×10１ 5×10－１ 1×10３ 1×10７

７８ １９５ｍＰｔ 1×10１ 5×10－１ 1×10２ 1×10６

７８ １９７Ｐｔ 2×10１ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

７８ １９７ｍＰｔ 1×10１ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

７９ １９３Ａｕ 7×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10７

７９ １９４Ａｕ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

７９ １９５Ａｕ 1×10１ 6×10０ 1×10２ 1×10７

７９ １９８Ａｕ 1×10０ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

７９ １９９Ａｕ 1×10１ 6×10－１ 1×10２ 1×10６

８０ １９４Ｈｇ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

８０ １９５ｍＨｇ 3×10０ 7×10－１ 1×10２ 1×10６



８０ １９７Ｈｇ 2×10１ 1×10１ 1×10２ 1×10７

８０ １９７ｍＨｇ 1×10１ 4×10－１ 1×10２ 1×10６

８０ ２０３Ｈｇ 5×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10５

８１ ２００Ｔｌ 9×10－１ 9×10－１ 1×10１ 1×10６

８１ ２０１Ｔｌ 1×10１ 4×10０ 1×10２ 1×10６

８１ ２０２Ｔｌ 2×10０ 2×10０ 1×10２ 1×10６

８１ ２０４Ｔｌ 1×10１ 7×10－１ 1×10４ 1×10４

８２ ２０１Ｐｂ 1×10０ 1×10０ 1×10１ 1×10６

８２ ２０２Ｐｂ 4×10１ 2×10１ 1×10３ 1×10６

８２ ２０３Ｐｂ 4×10０ 3×10０ 1×10２ 1×10６

８２ ２０５Ｐｂ 制限なし 制限なし 1×10４ 1×10７

８２ ２１０Ｐｂ 1×10０ 5×10－２ 1×10１ 1×10４

８２ ２１２Ｐｂ 7×10－１ 2×10－１ 1×10１ 1×10５

８３ ２０５Ｂｉ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

８３ ２０６Ｂｉ 3×10－１ 3×10－１ 1×10１ 1×10５

８３ ２０７Ｂｉ 7×10－１ 7×10－１ 1×10１ 1×10６

８３ ２１０Ｂｉ 1×10０ 6×10－１ 1×10３ 1×10６

８３ ２１０ｍＢｉ 6×10－１ 2×10－２ 1×10１ 1×10５

８３ ２１２Ｂｉ 7×10－１ 6×10－１ 1×10１ 1×10５

８４ ２１０Ｐｏ 4×10１ 2×10－２ 1×10１ 1×10４

８５ ２１１Ａｔ 2×10１ 5×10－１ 1×10３ 1×10７

８６ ２２２Ｒｎ 3×10－１ 4×10－３ 1×10１ 1×10８

８８ ２２３Ｒａ 4×10－１ 7×10－３ 1×10２ 1×10５

８８ ２２４Ｒａ 4×10－１ 2×10－２ 1×10１ 1×10５

８８ ２２５Ｒａ 2×10－１ 4×10－３ 1×10２ 1×10５

８８ ２２６Ｒａ 2×10－１ 3×10－３ 1×10１ 1×10４

８８ ２２８Ｒａ 6×10－１ 2×10－２ 1×10１ 1×10５

８９ ２２５Ａｃ 8×10－１ 6×10－３ 1×10１ 1×10４

８９ ２２７Ａｃ 9×10－１ 9×10－５ 1×10－１ 1×10３

８９ ２２８Ａｃ 6×10－１ 5×10－１ 1×10１ 1×10６

９０ ２２７Ｔｈ 1×10１ 5×10－３ 1×10１ 1×10４

９０ ２２８Ｔｈ 5×10－１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９０ ２２９Ｔｈ 5×10０ 5×10－４ 1×10０ 1×10３

９０ ２３０Ｔｈ 1×10１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９０ ２３１Ｔｈ 4×10１ 2×10－２ 1×10３ 1×10７

９０ ２３２Ｔｈ 制限なし 制限なし 1×10１ 1×10４

９０ ２３４Ｔｈ 3×10－１ 3×10－１ 1×10３ 1×10５

９０ Ｔｈ(天然の混合比のも 制限なし 制限なし 1×10０ 1×10３

の)

９１ ２３０Ｐａ 2×10０ 7×10－２ 1×10１ 1×10６



９１ ２３１Ｐａ 4×10０ 4×10－４ 1×10０ 1×10３

９１ ２３３Ｐａ 5×10０ 7×10－１ 1×10２ 1×10７

９２ ２３０Ｕ（Ｆ） 4×10１ 1×10－１ 1×10１ 1×10５

９２ ２３０Ｕ（Ｍ） 4×10１ 4×10－３ 1×10１ 1×10４

９２ ２３０Ｕ（Ｓ） 3×10１ 3×10－３ 1×10１ 1×10４

９２ ２３２Ｕ（Ｆ） 4×10１ 1×10－２ 1×10０ 1×10３

９２ ２３２Ｕ（Ｍ） 4×10１ 7×10－３ 1×10１ 1×10４

９２ ２３２Ｕ（Ｓ） 1×10１ 1×10－３ 1×10１ 1×10４

９２ ２３３Ｕ（Ｆ） 4×10１ 9×10－２ 1×10１ 1×10４

９２ ２３３Ｕ（Ｍ） 4×10１ 2×10－２ 1×10２ 1×10５

９２ ２３３Ｕ（Ｓ） 4×10１ 6×10－３ 1×10１ 1×10５

９２ ２３４Ｕ（Ｆ） 4×10１ 9×10－２ 1×10１ 1×10４

９２ ２３４Ｕ（Ｍ） 4×10１ 2×10－２ 1×10２ 1×10５

９２ ２３４Ｕ（Ｓ） 4×10１ 6×10－３ 1×10１ 1×10５

９２ ２３５Ｕ 制限なし 制限なし 1×10１ 1×10４

９２ ２３６Ｕ（Ｆ） 制限なし 制限なし 1×10１ 1×10４

９２ ２３６Ｕ（Ｍ） 4×10１ 2×10－２ 1×10２ 1×10５

９２ ２３６Ｕ（Ｓ） 4×10１ 6×10－３ 1×10１ 1×10４

９２ ２３８Ｕ 制限なし 制限なし 1×10１ 1×10４

９２ Ｕ(天然の混合比のもの) 制限なし 制限なし 1×10０ 1×10３

９２ Ｕ(未照射、かつ、濃縮度が 制限なし 制限なし 1×10０ 1×10３

20%以下のもの)

９２ Ｕ(劣化したもの) 制限なし 制限なし 1×10０ 1×10３

９３ ２３５Ｎｐ 4×10１ 4×10１ 1×10３ 1×10７

９３ ２３６Ｎｐ(短半減期のも 2×10１ 2×10０ 1×10３ 1×10７

の)

９３ ２３６Ｎｐ(長半減期のも 9×10０ 2×10－２ 1×10２ 1×10５

の)

９３ ２３７Ｎｐ 2×10１ 2×10－３ 1×10０ 1×10３

９３ ２３９Ｎｐ 7×10０ 4×10－１ 1×10２ 1×10７

９４ ２３６Ｐｕ 3×10１ 3×10－３ 1×10１ 1×10４

９４ ２３７Ｐｕ 2×10１ 2×10１ 1×10３ 1×10７

９４ ２３８Ｐｕ 1×10１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９４ ２３９Ｐｕ 1×10１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９４ ２４０Ｐｕ 1×10１ 1×10－３ 1×10０ 1×10３

９４ ２４１Ｐｕ 4×10１ 6×10－２ 1×10２ 1×10５

９４ ２４２Ｐｕ 1×10１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９４ ２４４Ｐｕ 4×10－１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９５ ２４１Ａｍ 1×10１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９５ ２４２ｍＡｍ 1×10１ 1×10－３ 1×10０ 1×10４



９５ ２４３Ａｍ 5×10０ 1×10－３ 1×10０ 1×10３

９６ ２４０Ｃｍ 4×10１ 2×10－２ 1×10２ 1×10５

９６ ２４１Ｃｍ 2×10０ 1×10０ 1×10２ 1×10６

９６ ２４２Ｃｍ 4×10１ 1×10－２ 1×10２ 1×10５

９６ ２４３Ｃｍ 9×10０ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９６ ２４４Ｃｍ 2×10１ 2×10－３ 1×10１ 1×10４

９６ ２４５Ｃｍ 9×10０ 9×10－４ 1×10０ 1×10３

９６ ２４６Ｃｍ 9×10０ 9×10－４ 1×10０ 1×10３

９６ ２４７Ｃｍ 3×10０ 1×10－３ 1×10０ 1×10４

９６ ２４８Ｃｍ 2×10－２ 3×10－４ 1×10０ 1×10３

９７ ２４７Ｂｋ 8×10０ 8×10－４ 1×10０ 1×10４

９７ ２４９Ｂｋ 4×10１ 3×10－１ 1×10３ 1×10６

９８ ２４８Ｃｆ 4×10１ 6×10－３ 1×10１ 1×10４

９８ ２４９Ｃｆ 3×10０ 8×10－４ 1×10０ 1×10３

９８ ２５０Ｃｆ 2×10１ 2×10－３ 1×10１ 1×10４

９８ ２５１Ｃｆ 7×10０ 7×10－４ 1×10０ 1×10３

９８ ２５２Ｃｆ 1×10－１ 3×10－３ 1×10１ 1×10４

９８ ２５３Ｃｆ 4×10１ 4×10－２ 1×10２ 1×10５

９８ ２５４Ｃｆ 1×10－３ 1×10－３ 1×10０ 1×10３

備考 （Ｆ）は輸送の平常時及び事故時の両方の条件において、ＵＦ６、ＵＯ２Ｆ２及びＵＯ２（ＮＯ３）２の

化学系をとるウラン化合物のみに適用し、（Ｍ）は輸送の平常時及び事故時の両方の条件において、Ｕ

Ｏ３、ＵＦ４、ＵＣｌ４及び６価の化合物の化学形をとるウラン化合物にのみ適用し、（Ｓ）は（Ｆ）及

び（Ｍ）に定めた以外の全てのウラン化合物に適用する。親核種（放射性物質が原子核の崩壊連鎖を生

ずるもの）に対し、第二欄及び第三欄に掲げる数量について寄与が考慮されている娘核種（親核種の原

子崩壊によって生ずる放射性物質）並びに第四欄及び第五欄に掲げる数量について永続平衡状態にある

ものとして寄与が考慮されている娘核種は次表による。

親核種 第二欄及び第三欄に掲げる数量について寄与が考慮されている娘核種

２８Ｍｇ ２８Ａｌ
４２Ａｒ ４２Ｋ
４７Ｃａ ４７Ｓｃ
４４Ｔｉ ４４Ｓｃ
５２Ｆｅ ５２ｍＭｎ
６０Ｆｅ ６０ｍＣｏ
６９ｍＺｎ ６９Ｚｎ
６８Ｇｅ ６８Ｇａ
８３Ｒｂ ８３ｍＫｒ
８２Ｓｒ ８２Ｒｂ



９０Ｓｒ ９０Ｙ
９１Ｓｒ ９１ｍＹ
９２Ｓｒ ９２Ｙ
８７Ｙ ８７ｍＳｒ
９５Ｚｒ ９５ｍＮｂ
９７Ｚｒ ９７ｍＮｂ、９７Ｎｂ
９９Ｍｏ ９９ｍＴｃ
９５ｍＴｃ ９５Ｔｃ
９６ｍＴｃ ９６Ｔｃ
１０３Ｒｕ １０３ｍＲｈ
１０６Ｒｕ １０６Ｒｈ
１０３Ｐｄ １０３ｍＲｈ
１０８ｍＡｇ １０８Ａｇ
１１０ｍＡｇ １１０Ａｇ
１１５Ｃｄ １１５ｍＩｎ
１１４ｍＩｎ １１４Ｉｎ
１１３Ｓｎ １１３ｍＩｎ
１２１ｍＳｎ １２１Ｓｎ
１２６Ｓｎ １２６ｍＳｂ
１１８Ｔｅ １１８Ｓｂ
１２７ｍＴｅ １２７Ｔｅ
１２９ｍＴｅ １２９Ｔｅ
１３１ｍＴｅ １３１Ｔｅ
１３２Ｔｅ １３２Ｉ
１３５Ｉ １３５ｍＸｅ
１２２Ｘｅ １２２Ｉ
１３７Ｃｓ １３７ｍＢａ
１３１Ｂａ １３１Ｃｓ
１４０Ｂａ １４０Ｌａ
１４４Ｃｅ １４４ｍＰｒ、１４４Ｐｒ
１４８ｍＰｍ １４８Ｐｍ
１４６Ｇｄ １４６Ｅｕ
１６６Ｄｙ １６６Ｈｏ
１７２Ｈｆ １７２Ｌｕ
１７８Ｗ １７８Ｔａ
１８８Ｗ １８８Ｒｅ
１８９Ｒｅ １８９ｍＯｓ
１９４Ｏｓ １９４Ｉｒ
１８９Ｉｒ １８９ｍＯｓ
１８８Ｐｔ １８８Ｉｒ



１９４Ｈｇ １９４Ａｕ
１９５ｍＨｇ １９５Ｈｇ
２１０Ｐｂ ２１０Ｂｉ
２１２Ｐｂ ２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ、２１２Ｐｏ
２１０ｍＢｉ ２０６Ｔｌ
２１２Ｂｉ ２０８Ｔｌ、２１２Ｐｏ
２１１Ａｔ ２１１Ｐｏ
２２２Ｒｎ ２１８Ｐｏ、２１４Ｐｂ、２１８Ａｔ、 ２１４Ｂｉ、２１４Ｐｏ
２２３Ｒａ ２１９Ｒｎ、２１５Ｐｏ、２１１Ｐｂ、２１１Ｂｉ、２１１Ｐｏ、２０７Ｔｌ
２２４Ｒａ ２２０Ｒｎ、２１６Ｐｏ、２１２Ｐｂ、２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ、２１２Ｐｏ
２２５Ｒａ ２２５Ａｃ、２２１Ｆｒ、２１７Ａｔ、２１３Ｂｉ、２０９Ｔｌ、２１３Ｐｏ、２０９Ｐｂ
２２６Ｒａ ２２２Ｒｎ、２１８Ｐｏ、２１４Ｐｂ、２１８Ａｔ、２１４Ｂｉ、２１４Ｐｏ
２２８Ｒａ ２２８Ａｃ
２２５Ａｃ ２２１Ｆｒ、２１７Ａｔ、２１３Ｂｉ、２０９Ｔｌ、２１３Ｐｏ、２０９Ｐｂ
２２７Ａｃ ２２３Ｆｒ
２２８Ｔｈ ２２４Ｒａ、２２０Ｒｎ、２１６Ｐｏ、２１２Ｐｂ、２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ、２１２Po
２３４Ｔｈ ２３４ｍＰａ、２３４Ｐａ
２３０Ｐａ ２２６Ａｃ、２２６Ｔｈ、２２２Ｆｒ、２２２Ｒａ、２１８Ｒｎ、２１４Ｐｏ
２３０Ｕ ２２６Ｔｈ、２２２Ｒａ、２１８Ｒｎ、２１４Ｐｏ
２３５Ｕ ２３１Ｔｈ
２４１Ｐｕ ２３７Ｕ
２４４Ｐｕ ２４０Ｕ、２４０ｍＮｐ
２４２ｍＡｍ ２４２Ａｍ、２３８Ｎｐ
２４３Ａｍ ２３９Ｎｐ
２４７Ｃｍ ２４３Ｐｕ
２４９Ｂｋ ２４５Ａｍ
２５３Ｃｆ ２４９Ｃｍ

親核種 第四欄及び第五欄に掲げる数量について寄与が考慮されている娘核種

９０Ｓｒ ９０Ｙ
９３Ｚｒ ９３ｍＮｂ
９７Ｚｒ ９７Ｎｂ

１０６Ｒｕ １０６Ｒｈ
１０８ｍＡｇ １０８Ａｇ
１３７Ｃｓ １３７ｍＢａ
１４４Ｃｅ １４４Ｐｒ
１４０Ｂａ １４０Ｌａ
２１２Ｂi ２０８Ｔｌ(0.36)、 ２１２Ｐｏ(0.64)
２１０Ｐｂ ２１０Ｂｉ、２１０Ｐｏ



２１２Ｐｂ ２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ(0.36)、２１２Ｐｏ(0.64)
２２２Ｒｎ ２１８Ｐｏ、２１４Ｐｂ、２１４Ｂｉ、２１４Ｐｏ
２２３Ｒａ ２１９Ｒｎ、２１５Ｐｏ、２１１Ｐｂ、２１１Ｂｉ、２０７Ｔｌ
２２４Ｒａ ２２０Ｒｎ、２１６Ｐｏ、２１２Ｐｂ、２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ(0.36)、２１２Ｐｏ(0.64)
２２６Ｒａ ２２２Ｒｎ、２１８Ｐｏ、２１４Ｐｂ、２１４Ｂｉ、２１４Ｐｏ、２１０Ｐｂ、２１０Ｂｉ、２１０Ｐｏ
２２８Ｒａ ２２８Ａｃ
２２８Ｔｈ ２２４Ｒａ、２２０Ｒｎ、２１６Ｐｏ、２１２Ｐｂ、２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ(0.36)、 ２１２Ｐｏ(0.64)
２２９Ｔｈ ２２５Ｒａ、２２５Ａｃ、２２１Ｆｒ、２１７Ａｔ、２１３Ｂｉ、２１３Ｐｏ、２０９Ｐｂ

Ｔｈ（天然の混 ２２８Ｒａ、２２８Ａｃ、２２８Ｔｈ、２２４Ｒa、２２０Ｒｎ、２１６Ｐｏ、２１２Ｐｂ、２１２Ｂｉ、

合比のもの） ２０８Ｔｌ(0.36)、２１２Ｐｏ(0.64)
２３４Ｔｈ ２３４ｍＰａ
２３０Ｕ ２２６Ｔｈ、２２２Ｒａ、２１８Ｒｎ、２１４Ｐｏ
２３２Ｕ ２２８Ｔｈ、２２４Ｒａ、２２０Ｒｎ、２１６Ｐｏ、２１２Ｐｂ、２１２Ｂｉ、２０８Ｔｌ(0.36)、

２１２Ｐｏ(0.64)
２３５Ｕ ２３４Ｔｈ
２３８Ｕ ２３４Ｔｈ、２３４ｍＰａ

Ｕ（天然の混合 ２３１Ｔｈ、２３４ｍＰａ、２３４Ｕ 、２３０Ｔｈ、２２６Ｒａ、２２２Ｒｎ、２１８Ｐｏ、２１４Ｐｂ、

比のもの） ２１４Ｂｉ、２１４Ｐｏ、２１０Ｐｂ、２１０Ｂｉ、２１０Ｐｏ
２３７Ｎｐ ２３３Ｐａ

２４２ｍＡｍ ２４２Ａｍ
２４３Ａｍ ２３９Ｎｐ

別表第三（第四条関係）

種類が明らかであり、かつ、一種類であり、かつ、別表第二に掲げる放射性物質以外の放射性物質の場

合の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄

区 分 特別形放射性物質等である場合の 特別形放射性物質等以外の放射性

数量（Ａ１値） 物質等である場合の数量（Ａ２値）

単位 ＴＢｑ 単位 ＴＢｑ

１ 放出する放射線が一種類の １の第一欄中のイ、ロ及びホの該 １の第一欄中のイ、ロ、ハ、ニ及

場合（２に該当する場合を除 当する区分に応じ、第二欄に掲げ びホの該当する区分に応じ、第三

く。） る数量のうち最も小さいものをＡ１ 欄に掲げる数量のうち該当する最

値とする。ただし、40を超える場 も小さいものをＡ２値とする。ただ

合には、40とする。 し、40を超える場合には、40とす

る。

イ ガンマ線又はエックス線 10－１３ 10－１３



を放出する場合（陽電子消 ｅｐｔ ｅｐｔ

滅により発生するガンマ線

を含む。）

ロ ベータ線を放出する場合 １×10－１２ 2.8×10－１４

ｅβ ｈｓｋｉｎ

ハ 吸入摂取又は経口摂取す － 5×10－５

るおそれのある場合（船舶 ｅｉｎｈ

に設置する原子炉（研究開

発段階にあるものを除

く。）の設置、運転等に関

する規則の規定に基づく線

量限度等を定める告示（平

成元年運輸省告示第八十七

号)(以下「線量告示」とい

う。）別表第一第二欄又は

第三欄に数量の記載がある

場合をいう。）

－ 1.9×10－１４

ニ サブマージョンによる被 ｈｓｕｂ

ばくのおそれがある場合

（線量告示別表第一第一欄

に記載している化学形が

「サブマージョン」である

場合をいう。）

5×10－１ 5×10－5

ホ アルファ線を放出する場 ｅｉｎｈ ｅｉｎｈ

合

２ 親核種であって、その物理 親核種及び娘核種に対する１の第 親核種及び娘核種に対する１の第

的半減期が娘核種の物理的半 一欄の区分に応じ、それぞれ第二 一欄の区分に応じ、それぞれ第三

減期より長く、かつ、娘核種 欄に掲げる数量のうち最小のもの 欄に掲げる数量のうち最小のもの

の物理的半減期が十日以内で

ある場合

３ 放出する放射線が二種類以 それぞれの放射線に対する１の第 それぞれの放射線に対する１の第

上の場合（４に該当する場合 一欄の区分に応じ、それぞれ第二 一欄の区分に応じ、それぞれ第三

を除く。） 欄に掲げる数量のうち最小のもの 欄に掲げる数量のうち最小のもの



４ 放出する放射線が二種類以 それぞれの放射線に係る親核種及 それぞれの放射線に係る親核種及

上であり、当該放射性物質の び娘核種に対する１の第一欄の区 び娘核種に対する１の第一欄の区

物理的半減期が娘核種の物理 分に応じ、それぞれ第二欄に掲げ 分に応じ、それぞれ第三欄に掲げ

的半減期より長く、かつ、娘 る数量のうち最小のもの る数量のうち最小のもの

核種の物理的半減期が十日以

内の場合

備考 ｅｐｔは一メートルの距離における放射性物質の実効線量率係数（Ｓｖ・Ｂｑ－１・ｈ－１ ）を、ｅβは自

己しゃへい体から一メートルの距離におけるベータ線を放出する放射性物質の皮膚の等価線量率係数（Ｓ

ｖ・Ｂｑ－１・ｈ－１ ）を、ｈｓｋｉｎは皮膚上の放射性物質の単位密度（Ｂｑ・ｍ－２）当たりの皮膚の等価

線量率係数（Ｓｖ・ｓ－１・Ｂｑ－１・ｍ２ ）を、ｅｉｎｈは当該放射性物質の化学形を考慮しない場合にお

ける線量告示別表第一第二欄又は第三欄に掲げる値（ｍＳｖ・Ｂｑ－１）のうち小なるものを、ｈｓｕｂは

サブマージョンによる放射性物質の単位濃度（Ｂｑ・ｍ－３）当たりの実効線量率係数（Ｓｖ・ｓ－１・Ｂ

ｑ－１・ｍ３）を、それぞれ示す。

別表第四（第一条の二及び第四条関係）

放射性物質の種類が明らかでない場合及び放射性物質の種類が明らかであるが別表第二及び別表第三に

数量が掲げられていない場合の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄 第四欄 第五欄

区 分 特別形放射性物質 特別形放射性物質 放射能濃度 放射能量

等である場合の数 以外の放射性物質 単位 Ｂｑ／ｇ 単位 Ｂｑ

量（Ａ１値） 等である場合の数

単位 ＴＢｑ 量(Ａ２値）

単位 ＴＢｑ

１ ベ－タ線又はガン 1×10－１ 2×10－２ 1×10１ 1×10４

マ線以外の放射線を

放出する放射性物質

が存在しないことが

明らかな場合

２ アルファ線を放出 2×10－１ 9×10－５ 1×10－１ 1×10３

する放射性物質が存

在することが明らか

であり、中性子線を

放出する放射性物質

が存在しないことが

明らかな場合



３ 中性子線を放出す 1×10－３ 9×10－５ 1×10－１ 1×10３

る放射性物質が存在

することが明らかで

あるか、又はデ－タ

不詳の場合

備考 第四欄及び第五欄に掲げる数量について、国土交通大臣が適当と認める場合はこの限りではない。

別表第五（第一条の二及び第四条関係）

種類が二種類以上であり、かつ、種類及び種類別の数量の全部又は一部が明らかである放射性物質の場

合（別表第六及び別表第七（第二欄に係るものに限る。）に該当する場合を除く。）の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄 第四欄

区分 数量 放射能濃度 放射能量

単位 ＴＢｑ 単位 Ｂｑ／ｇ 単位 Ｂｑ

放射性物質の種類の 次の算式を満たすx１,x２,･･･,xｎの数量 同左 同左

全部及び種類別の数

量の全部が明らかな x１ x２ xｎ

場合 ＋ ＋･･･＋ ＝１

X１ X２ Xｎ

放射性物質の種類の 次の算式を満たすx１,x２,･･･,xｎ及びyの数量 同左 同左

全部又は一部が明ら

かであって種類別の x１ x２ xｎ y

数量の一部が明らか ＋ ＋･･･＋ ＋ ＝１

でない場合 X１ X２ Xｎ Y

備考 x１,x２,･･･,xｎは種類及び種類別の数量が明らかな各放射性物質の数量を、X１,X２,･･･,Xnはそれぞれ

x１,x２,･･･,xｎに係る各放射性物質に対する別表第二、別表第三又は別表第四に掲げる数量を、ｙは種類

又は種類別の数量が明らかでない放射性物質の数量を、Ｙはｙに係る放射性物質の種類の全部が明らか

な場合にあってはそれらの種類に対する別表第二、別表第三又は別表第四に掲げる数量のうち最小のも

のを、ｙに係わる放射性物質の種類の全部又は一部が明らかでない場合にあってはｙに係る放射性物質

に対する別表第四に掲げる数量を示す。

別表第六（第一条の二及び第四条関係）

種類が二種類以上であり、かつ、種類の全部又は一部が明らかで、種類別の分率が明らかである放射性

物質の場合（特別形放射性物質等以外の放射性物質等である場合に限り、別表第七（第二欄に係るものに

限る。）に該当する場合を除く。）の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄 第四欄



区分 数量 （Ａ２値） 放射能濃度 放射能量

単位 ＴＢｑ 単位 Ｂｑ／ｇ 単位 Ｂｑ

放射性物質の種類の全 １ 同左 同左

部が明らかな場合 f１/X１＋f２/X２＋･･･＋ｆｎ/Xｎ

放射性物質の種類の一 １ 同左 同左

部が明らかな場合 f１/X１＋f２/X２＋･･･＋ｆｎ/Xｎ＋fｙ/Y

備考 f１,f２,･･･,fnは種類が明らかな各放射性物質の分率、X１,X２,･･･,Xnはf１,f２,･･･,fnに係る各放射性

物質に対する別表第二、別表第三又は別表第四に掲げる数量を、fyは種類が明らかでない放射性物質の

分率を、Ｙは別表第四に掲げる数量を示す。

別表第七（第四条関係）

種類が一連の原子核の崩壊連鎖の系列からなり、かつ、その混合比が天然のものと等しい放射性物質の

場合の数量の限度

第一欄 第二欄 第三欄

区分 特別形放射性物質等である場合の 特別形放射性物質等以外の放射性物質等で

数量（Ａ１値） 単位 ＴＢｑ ある場合の数量（Ａ２値） 単位 ＴＢｑ

その系列の全ての放射 親核種に対する別表第二、別表第 親核種に対する別表第二、別表第三又は別

性物質（親核種を除 三又は別表第四の第二欄に掲げる 表第四の第三欄に掲げる数量

く。）の物理的半減期 数量

が10日を超えず、か

つ、親核種の物理的半

減期より短い場合

その系列の娘核種のう 次の算式を満たすx１,x２,･･･,xｎの 次の算式満たすx１,x２,･･･,xｎの数量

ち、その物理的半減期 数量

が10日を超え、又は親 x１ x２ xｎ x１ x２ xｎ

核種の物理的半減期よ ＋ ＋･･･＋ ＝１ ＋ ＋･･･＋ ＝１

り長いものがある場合 X１ X２ Xｎ X１ X２ Xｎ

備考 x１,x２,･･･,xｎは種類及び種類別の数量が明らかな各放射性物質の数量（テラベクレル）を、X１,X２,･･

･,Xｎはそれぞれx１,x２,･･･,xｎに係る各放射性物質に対する別表第二、別表第三又は別表第四に掲げる数

量（テラベクレル）を示す。



別表第八（第八条及び第二十三条関係）

第一欄 第二欄

放射性物質の種類 数量 単位 TBq

Am 0.6241

Au 2198

Cd 200109

Cf 0.2252

Cm 0.5244

Co 757

Co 0.360

Cs 1137

Fe 8,00055

Gd 10153

Ge 768

Ir 0.8192

Ni 60063

Pd 900103

Pm 400147

Po 0.6210

Pu 0.6238



Pu 0.6239

Ra 0.4226

Ru 3106

Se 275

Sr 1090

Tl 200204

Tm 200170

Yb 3169

上記以外の放射性物質 別表第二の第一欄に掲げる種類

に応じて、同表の第三欄に掲げる

数量に三千を乗じて得た値

別記第一（第四条関係）特別形放射性物質等に係る試験

一 衝撃試験

試験しようとする放射性物質等をできるだけ模擬した供試物（以下「供試物」という。）を九メート

ルの高さから落下させること。

二 打撃試験

供試物を表面が滑らかな鉛板の上に置き、一メートルの高さから一・四キログラムの物体を自由落下

させた場合と同等の衝撃力により、最大の破損を及ぼすように鋼製棒の平端面で打つこと。この場合に

おいて、鉛板は厚さが二・五センチメートル以下のものとし、鋼製棒はその平端面の直径が二・五セン

チメートルであり、かつ、その角の半径が〇・三センチメートルのものとする。

三 曲げ試験

供試物を水平にクランプ面からその二分の一が出るように固定し、一メートルの高さから一・四キロ

グラムの物体を自由落下させた場合と同等の衝撃力により、最大の破損を及ぼすように鋼製棒の平端面

で打つこと。この場合において、鋼製棒は、その平端面の直径が二・五センチメートルであり、かつ、

その角の半径が〇・三センチメートルのものとする。

四 加熱試験

供試物を摂氏八百度の空気中に十分間置くこと。

五 浸漬試験

イ 固体状の放射性物質等（カプセルに封入されたものを除く。）にあっては、供試物について、次に

掲げる試験をその順序で行うこと。



⑴ 常温の水中に七日間浸漬させること。

⑵ 常温の水中に浸漬した状態で摂氏五十度まで加熱し、その状態を四時間保持させること。

⑶ 摂氏三十度以上であって湿度九十パーセント以上の空気中に七日間置くこと。

⑷ 常温の水中に浸漬した状態で摂氏五十度まで加熱し、その状態を四時間保持させること。

ロ カプセルに封入された放射性物質等にあっては、供試物について、次に掲げる試験をその順序で行

うこと。

⑴ 常温の水中に浸漬した状態で摂氏五十度まで加熱し、その状態を四時間保持させること。

⑵ 摂氏三十度以上であって湿度九十パーセント以上の空気中に七日間置くこと。

⑶ 常温の水中に浸漬した状態で摂氏五十度まで加熱し、その状態を四時間保持させること。

別記第二（第七条関係）ＬＳＡ－Ⅲに係る浸漬試験

別記第一第五号イ⑴の条件の下に置くこと。

別記第三（第九条関係）Ａ型輸送物に係る条件

一 条件

イ 五センチメートル毎時の雨量に相当する水を一時間吹き付けること。

ロ イの条件の下に置いた後、次の条件の下に置くこと。

⑴ その質量が、五千キログラム未満のものにあっては一・二メートルの高さから、五千キログラム

以上一万キログラム未満のものにあっては〇・九メートルの高さから、一万キログラム以上一万五

千キログラム未満のものにあっては〇・六メートルの高さから、一万五千キログラム以上のものに

あっては、〇・三メートルの高さから、それぞれ、最大の破損を及ぼすように落下させること。

⑵ その質量が五十キログラム以下のファイバー板製又は木製の長方形の輸送物にあっては、それぞ

れの頂点を下向きにして、その質量が百キログラム以下のファイバー板製の円筒形の輸送物にあっ

ては、各縁の四半分毎を下向きにして〇・三メートルの高さから落下させること。

⑶ その質量の五倍に相当する荷重又は鉛直投影面積に十三キロパスカルを乗じて得た値に相当する

荷重のうち、いずれか大きいものを二十四時間加えること。

⑷ 質量が六キログラムであり、直径が三・二センチメートルの容易に破損しない棒であって、その

先端が半球形のものを一メートルの高さから当該放射性輸送物の最も弱い部分に落下させること。

二 液体状又は気体状の放射性物質等に係る追加条件

イ 液体状又は気体状の放射性物質等が収納され、又は包装されている放射性輸送物にあっては、前号

の条件の下に置くほか、次の⑴及び⑵の条件のうち、当該放射性輸送物が最大の破損を受ける条件の

下に置くこと。ただし、トリチウムガス又は希ガスを収納する放射性輸送物にあっては、この限りで

ない。

⑴ 九メートルの高さから最大の破損を及ぼすように落下させること。

⑵ 前号ロ⑷に規定する棒を一・七メートルの高さから当該放射性輸送物の最も弱い部分に落下させ

ること。

別記第四（第九条関係）ＢＭ型輸送物に係る条件

一 野外の温度が摂氏三十八度である環境に一週間放置すること。この場合において放射性輸送物に対し

ては、次の表に定める条件の下で行うこと。

輸送物表面の形状及び位置 一日あたり十二時間の日光の直射による入熱（ワット毎平方メートル）



輸送中水平であ 下向きの面 なし

る平面

上向きの面 八百

輸送中垂直である表面 二百

輸送中下向きである表面（水 二百

平である平面を除く。）

その他の全ての表面 四百

二 別記第三第一号の条件の下に置くこと。

別記第五（第九条関係）ＢＭ型輸送物に係る条件

一 第二号の条件の下で放射性輸送物が最大の破損を受けるような順序で次のイ及びロの条件の下に順次

置くこと。

イ 九メートルの高さから落下させること。ただし、質量が五百キログラム以下、比重が一以下、か

つ、収納する放射性物質等が特別形放射性物質等以外のものであって、当該放射性物質等の放射能の

量がＡ２値の千倍を超える放射性輸送物の場合には、これに代えて、質量が五百キログラム、縦及び

横の長さが一メートル、下面の端部及び隅角部の曲率半径が六ミリメートル以下の軟鋼板を九メート

ルの高さから当該放射性輸送物が最大の破損を受けるように水平に落下させること。

ロ 垂直に固定した直径が十五センチメートルであり、長さが二十センチメートル又は最大の破損を与

えるのに十分な長さの軟鋼丸棒であって、その上面が滑らかな水平面であり、かつ、その端部の曲率

半径が六ミリメートル以下のものに一メートルの高さから落下させること。

二 最小〇・九の平均火炎放射率の熱流束であり、かつ、摂氏八百度の火炎に曝される環境に三十分間置

くこと。この場合において、耐火試験前の輸送物は、周囲温度摂氏三十八度で平衡状態にあると仮定

し、耐火試験中の輸送物の表面の熱吸収率は、〇・八又は当該放射性輸送物が持つと実証された値とす

る。また、耐火試験後は、人為的に冷却してはならず、耐火試験前、耐火試験中及び耐火試験後は、別

記第四第一号に規定する日光の直射による入熱条件及び輸送物内の放射性収納物からの設計上最大内部

発熱率を考慮すること。

三 深さ十五メートルの水中に八時間浸漬させること。

備考 第一号から第三号までの条件の下には、この順序で置くものとする。ただし、第三号に定める浸漬

試験については、別個の輸送物を使用することができる。

別記第六（第九条関係）ＢＵ型輸送物に係る条件

別記第四の条件の下に置くこと。

別記第七（第九条関係）ＢＵ型輸送物に係る条件

別記第五の条件の下に置くこと。

別記第八（第九条関係）ＩＰ－２型輸送物に係る条件

一 次のイ又はロに掲げるいずれかの条件の下に置くこと。

イ 別記第三第一号ロ⑴、⑵及び⑶の条件の下に置くこと。

ロ 国土交通大臣が適当と認める試験



別記第九（第九条関係）ＩＰ－３型輸送物に係る条件

別記第三第一号の条件の下に置くこと。

別記第十（第九条関連）六フッ化ウランが収納され、又は包装されている放射性輸送物に係る条件

一 供試物に二・七六メガパスカル以上の水圧試験を行うこと。

二 輸送中予想される最大圧力の二倍に加圧した後、一・五倍の圧力まで降圧すること。

三 弁を取り付けた状態で〇・六九メガパスカルまで加圧すること。

別記第十一（第九条関連）六フッ化ウランが収納され、又は包装されている放射性輸送物に係る条件

別記第三第一号ロ⑴及び⑵の条件の下に置くこと。

別記第十二（第九条関連）六フッ化ウランが収納され、又は包装されている放射性輸送物に係る条件

別記第五第二号の条件の下に置くこと。

別記第十三（第九条関連）六フッ化ウランが収納され、又は包装されている放射性輸送物に係る条件

一 供試物に一・三八メガパスカル以上の水圧試験を行うこと。

二 別記第十第二号及び第三号の条件の下に置くこと。


